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は
じ
め
に
〇
三
浦
半
島
に
お
け
る
四
世
紀
古
墳
の
発
見
②
古
東
海
道
③
地
方
豪
族
の
地
域
間
交
流
④
墨
書
人
面
土
器
の
受
容
ル
ー
ト
む
す
び
に
か
え
て
［論
文
要旨］
　中
世
の
幕
府
は
、
な
ぜ
鎌
倉
の
地
に
設
置
さ
れ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
は
、
鎌
倉
の
地
を
経
由
す
る
　
　
　
　
符
合
す
る
。
こ
れ
は
古
東
海
道
ル
ー
ト
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
海
上
ル
ー
ト
は
、
中
世
以
前
に
長
い
時
間
を
か
け
て
確
立
さ
れ
て
き
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
　
　
　
　
　
上
記
の
事
例
の
検
討
に
よ
っ
て
、
ヤ
マ
ト
か
ら
東
国
へ
の
政
治
・
軍
事
・
経
済
そ
し
て
文
化
な
ど
う
。
小
稿
の
目
的
は
、
こ
の
歴
史
的
ル
ー
ト
を
検
証
す
る
こ
と
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
伝
来
は
、
古
墳
時
代
以
来
伊
豆
半
島
・
三
浦
半
島
・
房
総
半
島
の
付
け
根
と
海
上
を
通
る
最
短
距
　
最
近
発
見さ
れ
た
、
三
浦
半
島
の
付
け
根
に
位
置
す
る
長
柄
・
桜
山
古
墳
は
、
三
浦
半
島
か
ら
房
　
　
　
　
離
ル
ー
ト
を
活
用
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
総
半島
に
至
る
四
～
五
世
紀
の
前
期
古
墳
の
分
布
ル
ー
ト
を
鮮
や
か
に
証
明
し
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
　
　
　
　
　
こ
の
西
か
ら
東
へ
の
交
流
・
物
流
の
海
上
ル
ー
ト
の
中
継
拠
点
が
鎌
倉
の
地
で
あ
る
。
中
世
の
鎌
八～
九
世
紀
に
は
、
道
教
的
色
彩
の
強
い
墨
書
人
面
土
器
が
、
伊
豆
半
島
の
付
け
根
の
箱
根
田
遺
跡
　
　
　
　
倉
幕
府
は
、
そ
う
し
た
海
上
ル
ー
ト
の
中
継
拠
点
に
設
置
さ
れ
、
西
へ
東
へ
存
分
に
活
動
し
た
と
考
そ
し
て
相
模
湾
を
経
て
房
総
半
島
の
“
香
取
の
海
”
一
帯
の
遺
跡
群
で
最
も
広
範
に
分
布
し
、
さ
ら
　
　
　
　
え
ら
れ
る
。
に
北
上
し
て
陸
奥
国
磐
城
地
方
か
ら
陸
奥
国
府
・
多
賀
城
の
地
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
古
代
末
期
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
国
司
交
替
に
際
し
て
も
、
相
模
ー
上
総
に
至
る
海
上
ル
ー
ト
が
公
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
こ
の
ル
ー
ト
は
「
日
本
書
紀
』
『
古
事
記
』
に
み
え
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
“
東
征
”
伝
承
コ
ー
ス
と
5
3
2
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は
じ
め
に
　
鎌
倉
幕
府
は
な
ぜ
”
鎌
倉
の
地
”
に
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
源
頼
朝
の
挙
兵
か
ら
鎌
倉
に
本
拠
を
定
め
る
ま
で
の
経
緯
は
、
一
般
的
に
は
次
の
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
　
『
吾
妻
鏡
」
に
よ
る
と
、
以
仁
王
の
令
旨
が
治
承
四
（
二
八
〇
）
年
四
月
に
伊
豆
の
北
条
の
館
に
も
た
ら
さ
れ
、
源
頼
朝
は
北
条
時
政
と
と
も
に
挙
兵
し
た
。
伊
豆
国
は
以
仁
王
の
乱
後
、
検
非
違
使
別
当
で
あ
っ
た
平
時
忠
の
知
行
国
と
さ
れ
、
目
代
に
は
平
氏
一
門
の
平
兼
隆
が
任
ぜ
ら
れ
た
。
頼
朝
は
目
代
平
兼
隆
を
伊
豆
一
宮
の
三
島
社
の
祭
礼
の
日
を
狙
っ
て
滅
ぼ
す
と
、
相
模
の
三
浦
氏
の
後
援
を
得
て
鎌
倉
に
入
る
こ
と
を
目
指
し
、
伊
豆
・
相
模
の
御
家
人
を
率
い
て
伊
豆
を
出
た
。
し
か
し
三
浦
氏
と
合
流
直
前
に
相
模
の
石
橋
山
で
平
氏
軍
の
大
庭
景
親
に
大
敗
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
真
鶴
半
島
か
ら
脱
出
し
て
海
路
を
と
り
、
房
総
半
島
へ
逃
げ
込
ん
だ
。
そ
の
行
動
は
東
京
湾
の
周
囲
の
勢
力
を
頼
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
湾
岸
の
安
房
・
上
総
．
下
総
と
相
模
・
武
蔵
の
五
力
国
は
東
海
道
四
力
国
（
駿
河
・
伊
豆
・
相
模
・
武
蔵
）
と
同
様
に
武
士
間
の
濃
密
な
交
渉
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
房
総
地
域
は
、
頼
朝
の
父
義
朝
が
活
動
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
こ
う
し
て
頼
朝
は
東
海
道
四
力
国
と
東
京
湾
岸
諸
国
の
南
関
東
一
帯
の
武
士
た
ち
か
ら
主
人
と
し
て
認
知
を
受
け
、
こ
こ
に
”
東
国
の
主
”
と
し
て
君
臨
す
る
基
礎
を
築
い
た
。
　
頼
朝
は
十
月
六
日
に
相
模
に
入
り
、
翌
七
日
に
は
鎌
倉
に
到
着
し
た
。
鎌
倉
は
先
祖
の
頼
義
が
北
条
時
政
の
先
祖
で
あ
る
平
直
方
か
ら
譲
ら
れ
た
由
緒
の
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
父
義
朝
は
三
浦
氏
を
バ
ッ
ク
に
し
て
亀
谷
に
館
を
構
え
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
由
緒
と
と
も
に
、
鎌
倉
が
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
前
方
が
海
と
い
う
要
害
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
居
を
占
め
る
こ
と
と
定
め
、
伊
豆
に
逃
れ
て
い
た
妻
の
政
子
を
迎
え
、
由
比
の
八
幡
を
小
林
郷
に
遷
し
て
鶴
岡
八
幡
と
し
て
祀
っ
た
。
こ
こ
に
「
鎌
倉
殿
」
と
い
う
幕
府
政
権
の
核
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
な
頼
朝
の
挙
兵
か
ら
鎌
倉
占
地
ま
で
の
経
緯
を
み
て
も
、
伊
豆
1
相
模
ー
房
総
と
い
う
海
上
ル
ー
ト
と
そ
の
中
核
的
位
置
の
鎌
倉
周
辺
の
関
係
は
こ
の
時
点
で
突
如
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
確
固
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
ル
ー
ト
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
　
鎌
倉
は
東
西
北
の
三
方
を
一
〇
〇
m
前
後
の
丘
陵
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
平
野
部
は
丘
陵
際
か
ら
海
側
へ
と
単
に
な
だ
ら
か
に
傾
斜
し
て
い
る
の
で
は
な
く
か
な
り
の
起
伏
が
あ
る
。
ま
た
、
由
比
ヶ
浜
も
遠
浅
の
海
に
面
し
て
、
波
が
荒
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
港
と
し
て
の
適
性
が
低
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
斎
藤
直
子
氏
の
検
（2
）
討
に
よ
れ
ば
、
当
該
期
の
鎌
倉
は
、
砂
丘
（
砂
洲
）
と
い
う
天
然
の
防
波
堤
に
守
ら
れ
た
良
港
を
有
し
て
い
た
と
い
う
。
貞
永
元
（
一
二
三
二
）
年
、
鎌
倉
幕
府
は
由
比
ヶ
浜
の
南
東
に
和
賀
江
島
と
い
う
人
工
の
防
波
堤
を
築
か
せ
た
。
こ
の
辺
り
は
南
西
か
ら
寄
せ
る
波
の
厳
し
い
海
岸
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
築
島
に
よ
り
、
新
た
な
泊
地
を
造
成
し
た
の
で
あ
る
。
和
賀
江
島
の
築
港
に
よ
っ
て
、
付
近
は
和
賀
江
津
、
あ
る
い
は
飯
島
津
と
よ
ば
れ
、
米
や
材
木
、
あ
る
い
は
中
国
か
ら
の
輸
入
品
等
々
の
陸
揚
げ
港
と
し
て
繁
栄
し
た
。
こ
の
よ
う
に
和
賀
江
島
・
飯
島
を
中
心
と
す
る
鎌
倉
の
港
湾
は
、
国
の
内
外
と
の
貿
易
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
ま
さ
に
当
時
の
鎌
倉
港
は
中
国
ー
北
九
州
ー
鎌
倉
ー
陸
奥
、
夷
の
島
へ
と
い
う
海
上
交
通
路
の
重
要
な
拠
点
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
斎
藤
直
子
氏
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
海
岸
線
の
変
化
を
分
析
し
て
い
る
。
　
由
比
ヶ
浜
辺
り
の
相
模
湾
岸
で
は
、
お
お
よ
そ
西
か
ら
東
へ
と
漂
砂
（
海
浜
に
お
い
て
波
や
流
れ
に
よ
っ
て
運
搬
さ
れ
る
砂
）
が
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
由
比
ヶ
浜
沿
い
に
西
か
ら
東
へ
と
運
ば
れ
た
漂
砂
が
和
賀
江
島
の
と
こ
ろ
で
せ
き
止
め
ら
れ
、
そ
の
付
近
か
ら
順
次
西
側
へ
と
漂
砂
が
堆
積
し
た
と
み
ら
れ
る
。
和
賀
江
島
が
築
か
れ
た
こ
と
が
由
比
ヶ
浜
の
海
岸
地
形
を
変
化
さ
せ
、
港
湾
機
能
の
低
下
を
招
い
た
。
そ
し
て
由
比
ヶ
浜
の
地
形
変
化
に
よ
っ
て
し
だ
い
に
鎌
倉
の
東
、
東
京
湾
を
臨
む
所
に
位
置
し
た
六
浦
の
港
湾
と
し
て
の
役
割
が
高
ま
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
史
料
の
う
え
で
は
「
六
浦
津
」
の
名
は
、
『
吾
妻
鏡
』
の
寛
喜
二
（
一
二
一
二
〇
）
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年
の
条
に
確
認
で
き
る
が
、
仁
治
年
間
（
一
二
四
〇
～
四
三
）
の
六
浦
道
開
削
に
よ
り
急
速
に
発
展
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
『
沙
石
集
」
（
鎌
倉
中
期
の
説
話
集
）
に
「
鎌
倉
通
テ
、
六
浦
と
云
所
ニ
テ
、
便
船
ヲ
待
テ
、
上
総
へ
越
ン
ト
テ
（
云
々
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
金
沢
称
名
寺
の
年
貢
輸
送
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
十
三
世
紀
に
お
い
て
六
浦
を
拠
点
に
鎌
倉
ー
三
浦
半
島
ー
房
総
半
島
を
結
ぶ
廻
船
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
　
　
　
る
　
で
あ
る
。
　
以
下
、
小
論
で
は
、
近
年
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
十
分
に
踏
ま
え
て
、
鎌
倉
の
地
を
含
め
従
来
個
別
に
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
相
模
湾
を
経
由
す
る
政
治
的
・
軍
事
的
．
経
済
的
・
文
化
的
交
流
ル
ー
ト
を
総
体
的
に
整
理
・
考
察
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
と
く
に
古
墳
時
代
以
来
の
東
西
海
上
ル
ー
ト
の
歴
史
的
展
開
を
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
す
る
諸
氏
の
研
究
に
依
拠
し
な
が
ら
、
多
角
的
に
検
討
し
、
こ
の
ル
ー
ト
が
歴
史
的
に
様
々
な
交
流
の
重
要
な
経
路
で
あ
り
、
鎌
倉
の
地
が
そ
の
中
核
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て
み
た
い
。
〇
三
浦
半
島
に
お
け
る
四
世
紀
古
墳
の
発
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
長
柄
・
桜
山
一
号
・
二
号
墳
　
一
九
九
九
年
、
神
奈
川
県
逗
子
市
と
葉
山
町
境
の
丘
陵
上
に
お
い
て
、
大
規
模
な
前
方
後
円
墳
二
基
が
発
見
さ
れ
、
「
長
柄
・
桜
山
古
墳
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
両
古
墳
は
、
相
模
湾
と
東
京
湾
を
画
す
る
三
浦
半
島
の
付
け
根
付
近
、
桜
山
丘
陵
と
称
さ
れ
る
東
西
に
延
び
る
標
高
五
〇
～
一
二
〇
m
の
低
丘
陵
上
に
立
地
す
る
。
一
号
墳
は
海
岸
線
か
ら
約
一
㎞
内
陸
部
に
築
か
れ
、
後
円
部
墳
頂
か
ら
は
眼
下
に
逗
子
市
街
、
東
方
に
は
東
京
湾
が
見
渡
せ
る
。
二
号
墳
は
海
岸
線
よ
り
約
五
〇
〇
m
内
陸
部
に
築
か
れ
、
前
方
部
先
端
か
ら
は
西
方
に
相
模
湾
、
江
ノ
島
を
眺
望
で
き
る
。
　
一
号
墳
は
約
九
〇
m
の
墳
丘
長
を
も
つ
前
方
後
円
墳
で
、
墳
丘
上
に
は
石
を
葺
か
ず
、
主
に
岩
盤
を
削
り
出
し
て
整
形
さ
れ
た
墳
丘
で
あ
っ
た
。
遺
物
は
一
号
墳
で
く
び
れ
部
よ
り
壼
形
埴
輪
な
ど
が
、
後
円
部
で
は
突
出
部
の
高
い
タ
ガ
を
も
つ
定
型
化
し
た
円
筒
埴
輪
・
朝
顔
形
埴
輪
も
出
土
し
た
。
二
号
墳
は
泥
岩
を
主
体
と
し
た
葺
石
を
持
っ
て
い
る
。
葺
石
は
特
に
前
方
部
で
多
く
、
海
に
面
す
る
部
分
を
意
識
し
た
配
置
も
想
定
さ
れ
る
。
二
号
墳
で
は
円
筒
も
し
く
は
朝
顔
形
が
一
部
含
ま
れ
る
が
、
東
日
本
の
前
期
古
墳
に
特
徴
的
な
壼
形
埴
輪
が
多
く
出
土
し
た
。
　
長
柄
・
桜
山
一
・
二
号
墳
に
み
ら
れ
る
、
こ
う
し
た
壼
形
埴
輪
と
円
筒
埴
輪
・
朝
顔
形
埴
輪
の
併
用
は
東
日
本
の
前
期
古
墳
、
と
く
に
埴
輪
受
容
期
の
東
日
本
の
古
墳
に
よ
く
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
と
い
う
。
　
こ
う
し
た
埴
輪
の
あ
り
方
は
、
静
岡
県
磐
田
市
松
林
山
古
墳
、
山
梨
県
中
道
町
銚
子
塚
古
墳
な
ど
、
ひ
ろ
く
東
日
本
各
地
の
初
期
の
大
型
前
方
後
円
墳
に
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
長
柄
・
桜
山
二
号
墳
は
、
こ
れ
ら
の
古
墳
の
埴
輪
の
様
相
に
き
わ
め
て
近
い
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
時
期
は
、
四
世
紀
の
中
葉
頃
と
考
え
て
大
過
な
い
。
一
号
墳
は
そ
れ
に
続
く
四
世
紀
後
半
の
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
の
長
柄
・
桜
山
一
・
二
号
墳
の
意
義
に
つ
い
て
、
白
石
太
一
郎
氏
は
以
下
の
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
に
分
析
し
て
い
る
。
　
最
近
で
は
東
海
・
中
部
山
岳
・
北
陸
・
関
東
な
ど
東
日
本
各
地
で
は
、
古
墳
時
代
前
期
前
半
に
さ
か
の
ぼ
る
顕
著
な
古
墳
は
、
ほ
と
ん
ど
全
部
前
方
後
方
墳
で
あ
り
、
そ
れ
が
前
期
後
半
に
な
る
と
前
方
後
円
墳
に
転
換
す
る
。
　
長
柄
・
桜
山
一
・
二
号
墳
は
、
ま
さ
に
こ
の
前
方
後
方
墳
か
ら
前
方
後
円
墳
へ
の
転
換
期
の
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
長
柄
・
桜
山
二
号
墳
に
は
、
ほ
か
の
こ
の
時
期
の
東
日
本
の
大
型
前
方
後
円
墳
と
同
じ
よ
う
に
、
東
日
本
の
伝
統
的
な
葬
送
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
土
器
の
流
れ
を
ひ
く
壷
形
埴
輪
と
と
も
に
、
西
日
本
的
な
埴
輪
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
背
後
に
ヤ
マ
ト
の
勢
力
と
の
よ
り
堅
固
な
関
係
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
　
四
世
紀
中
葉
の
東
日
本
各
地
に
み
ら
れ
る
前
方
後
方
墳
か
ら
前
方
後
円
墳
へ
の
転
換
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
版
図
が
東
北
地
方
に
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
畿
内
と
東
北
を
つ
な
ぐ
東
日
本
地
域
の
重
要
性
が
増
大
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
（
7
）
　
さ
ら
に
報
告
書
で
は
、
墳
丘
規
模
に
お
け
る
百
分
比
に
お
い
て
、
長
柄
・
桜
山
一
．
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平川南［中世都市鎌倉以前］
二
号
墳
は
神
奈
川
県
・
東
京
都
に
所
在
す
る
古
墳
よ
り
、
千
葉
県
な
ど
で
類
例
が
多
く
み
ら
れ
る
と
の
興
味
深
い
結
果
も
得
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
三
浦
半
島
の
地
形
を
鑑
み
た
場
合
、
東
西
の
方
向
に
谷
が
最
も
奥
深
く
開
析
さ
れ
て
い
る
田
越
川
流
域
を
遡
上
し
て
東
京
湾
側
へ
至
る
コ
ー
ス
も
、
そ
の
有
力
な
道
筋
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
奈
良
時
代
以
前
の
古
東
海
道
は
、
相
模
の
国
府
か
ら
三
浦
半
島
を
経
て
、
走
水
を
渡
り
上
総
に
至
る
も
の
で
あ
っ
た
。
房
総
半
島
で
は
、
三
浦
半
島
の
対
岸
の
東
京
湾
岸
に
、
南
か
ら
千
葉
県
富
津
市
の
小
糸
川
・
湊
川
の
下
流
の
内
裏
塚
古
墳
群
、
小
櫃
川
下
流
の
木
更
津
市
長
須
賀
古
墳
群
、
さ
ら
に
養
老
川
下
流
の
市
原
市
姉
崎
古
墳
群
な
ど
に
、
規
模
も
大
き
く
、
ま
た
す
ぐ
れ
た
副
葬
品
を
も
つ
有
力
な
古
墳
が
多
数
造
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
古
墳
時
代
の
東
へ
の
幹
線
ル
ー
ト
で
あ
る
古
東
海
道
が
、
三
浦
半
島
の
西
の
基
部
か
ら
東
京
湾
を
渡
り
、
上
総
の
こ
の
付
近
を
経
由
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
②
古
東
海
道
　
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承
に
み
え
る
東
征
ル
ー
ト
は
、
古
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
代
の
道
を
反
映
し
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。
　
『
古
事
記
』
景
行
天
皇
段
　
　
爾
く
し
て
天
皇
、
亦
、
頻
り
に
倭
建
命
に
詔
は
く
、
「
東
の
方
の
十
二
の
道
の
荒
　
　
ぶ
る
神
と
ま
つ
ろ
は
ぬ
人
等
と
を
言
向
け
和
し
平
げ
よ
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
　
　
吉
備
臣
等
が
祖
、
名
は
御
鉗
友
耳
建
日
子
を
副
へ
て
遣
し
し
時
に
、
ひ
ひ
ら
木
　
　
の
八
尋
矛
を
給
ひ
き
。
（
中
略
）
　
　
　
　
　
　
　
さ
が
む
の
く
に
　
　
故
爾
く
し
て
、
相
武
国
に
到
り
し
時
に
、
其
の
国
造
、
詐
り
て
白
し
し
く
、
「
此
　
　
の
野
の
中
に
大
き
沼
有
り
。
是
の
沼
の
中
に
住
め
る
神
は
、
甚
だ
道
速
振
る
神
　
　
ぞ
」
と
ま
お
し
き
。
是
に
、
其
の
神
を
看
行
さ
む
と
し
て
、
其
の
野
に
入
り
坐
　
　
し
き
。
爾
く
し
て
、
其
の
国
造
、
火
を
其
の
野
に
著
け
き
。
故
、
欺
か
え
ぬ
と
　
知
り
て
、
其
の
媛
倭
比
売
命
の
給
へ
る
嚢
の
口
を
解
き
開
け
て
見
れ
ば
、
火
打
、
　
其
の
裏
に
有
り
。
是
に
、
先
づ
其
の
御
刀
を
以
て
草
を
刈
り
嬢
ひ
、
其
の
火
打
　
を
以
て
火
を
打
ち
出
し
て
、
向
ひ
火
を
著
け
て
焼
き
退
け
、
還
り
出
で
て
、
皆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
き
つ
　
其
の
国
造
等
を
切
り
滅
し
て
、
即
ち
火
を
著
け
て
焼
き
き
。
故
、
今
に
焼
遣
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
り
み
ず
　
謂
ふ
。
其
よ
り
入
り
幸
し
て
、
走
水
海
を
渡
り
し
時
に
、
其
の
渡
の
神
、
浪
を
　
興
し
、
船
を
廻
せ
ば
、
進
み
渡
る
こ
と
得
ず
。
爾
く
し
て
、
其
の
后
、
名
は
弟
　
橘
比
売
命
、
白
し
し
く
、
「
妾
、
御
子
に
易
り
て
、
海
に
入
ら
む
。
御
子
は
、
遣
　
さ
え
し
政
を
遂
げ
、
覆
奏
す
べ
し
」
と
ま
を
し
き
。
海
に
入
ら
む
と
す
る
時
に
、
　
菅
畳
八
重
・
皮
畳
八
重
・
施
畳
八
重
を
以
て
、
波
の
上
に
敷
き
て
、
其
の
上
に
　
下
り
坐
し
き
。
是
に
、
其
の
暴
浪
、
自
ら
伏
ぎ
て
、
御
船
、
進
む
こ
と
得
た
り
。
　
爾
く
し
て
、
其
の
后
の
歌
ひ
て
曰
は
く
、
　
　
　
　
　
　
　
さ
が
む
　
　
　
を
　
の
　
　
　
さ
ね
さ
し
　
相
武
の
小
野
に
　
燃
ゆ
る
火
の
　
火
中
に
立
ち
て
　
　
　
問
ひ
し
君
は
も
　
故
、
七
日
の
後
に
、
其
の
后
の
御
櫛
、
海
辺
に
依
り
き
。
乃
ち
其
の
櫛
を
取
り
、
　
御
陵
を
作
り
て
、
治
め
置
き
き
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
み
し
　
其
れ
よ
り
入
り
幸
し
、
悉
く
荒
ぶ
る
蝦
夷
等
を
言
向
け
、
亦
、
山
河
の
荒
ぶ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
が
ら
　
　
さ
か
も
と
　
神
等
を
平
げ
和
し
て
、
還
り
上
り
幸
し
し
時
に
、
足
柄
の
坂
本
に
到
り
て
、
御
　
槙
を
食
む
処
に
、
其
の
坂
の
神
、
白
き
鹿
と
化
り
て
来
立
ち
き
。
爾
く
し
て
、
　
即
ち
其
の
咋
ひ
遺
せ
る
蒜
の
片
端
を
以
て
、
待
ち
打
ち
し
か
ば
、
其
の
目
に
中
　
て
て
、
乃
ち
打
ち
殺
し
き
。
故
、
其
の
坂
に
登
り
立
ち
て
、
三
た
び
嘆
き
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
つ
　
詔
ひ
て
云
ひ
し
く
、
「
あ
づ
ま
は
や
」
と
い
ひ
き
。
故
、
其
の
国
を
号
け
て
阿
豆
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ひ
　
麻
と
謂
ふ
。
即
ち
其
の
国
よ
り
甲
斐
に
越
え
出
で
て
、
酒
折
宮
に
坐
し
し
時
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
な
の
の
く
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
な
の
　
　
さ
か
　
（
中
略
）
。
其
の
国
よ
り
科
野
国
に
越
え
て
、
乃
ち
科
野
之
坂
神
を
言
向
け
て
、
　
お
は
り
の
く
に
　
尾
張
国
に
還
り
来
て
、
先
の
日
に
期
れ
る
美
夜
受
比
売
の
許
に
入
り
坐
し
き
。
　
　
　
　
　
〔『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
　
古
事
記
』
小
学
館
、
一
九
九
七
年
』
〕
『
日
本
書
紀
』
景
行
天
皇
四
十
年
十
月
癸
丑
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
が
　
是
歳
、
日
本
武
尊
、
初
め
て
駿
河
に
至
る
。
其
の
処
の
賊
、
陽
り
従
ひ
て
、
欺
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平川南［中世都市鎌倉以前］
き
て
日
さ
く
、
「
是
の
野
に
、
粟
鹿
甚
だ
多
し
。
気
は
朝
霧
の
如
く
、
足
は
茂
林
　
の
如
し
。
臨
し
て
狩
り
た
ま
へ
」
と
ま
を
す
。
日
本
武
尊
、
其
の
言
を
信
け
た
ま
ひ
て
、
野
の
中
に
入
り
て
、
寛
獣
し
た
ま
ふ
。
賊
、
王
を
殺
さ
む
と
い
ふ
情
有
り
て
王
と
は
、
日
本
武
尊
を
謂
ふ
ぞ
。
其
の
野
に
放
火
焼
。
王
、
欺
か
れ
ぬ
と
知
し
　
め
し
て
、
則
ち
燧
を
以
て
火
を
出
し
て
、
向
焼
け
て
免
る
る
こ
と
を
得
た
ま
ふ
。
　
一
に
云
は
く
、
王
の
所
偏
せ
る
剣
、
菓
雲
、
自
ら
抽
け
て
、
王
の
傍
の
草
を
薙
ぎ
嬢
ふ
。
是
に
因
り
て
　
免
る
る
こ
と
得
た
ま
ふ
。
故
、
其
の
剣
を
号
け
て
草
薙
と
日
ふ
と
い
ふ
。
薬
雲
、
此
を
ば
茂
羅
玖
毛
と
　
云
ふ
。
王
の
日
は
く
、
「
殆
に
欺
か
れ
ぬ
」
と
の
た
ま
ふ
。
則
ち
悉
に
其
の
賊
衆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
き
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
が
み
　
を
焚
き
て
滅
し
つ
。
故
、
其
の
処
を
号
け
て
焼
津
と
日
ふ
。
亦
相
模
に
進
し
て
、
　
か
つ
さ
　
上
総
に
往
せ
む
と
す
。
海
を
望
り
て
高
言
し
て
曰
は
く
、
「
是
小
き
海
の
み
。
立
跳
に
も
渡
り
つ
べ
し
」
と
の
た
ま
ふ
。
乃
ち
海
中
に
至
り
て
、
暴
風
忽
に
起
り
　
て
、
王
船
漂
蕩
ひ
て
、
え
渡
ら
ず
。
時
に
王
に
従
ひ
ま
つ
る
妾
有
り
。
弟
橘
媛
　
と
日
ふ
。
穂
積
氏
忍
山
宿
禰
の
女
な
り
。
王
に
啓
し
て
日
さ
く
、
「
今
風
起
き
浪
　
泌
く
し
て
、
王
船
没
ま
む
と
す
。
是
必
に
海
神
の
心
な
り
。
願
は
く
は
賎
し
き
　
妾
が
身
を
、
王
の
命
に
贈
へ
て
海
に
入
ら
む
」
と
ま
う
す
。
言
詑
り
て
、
乃
ち
　
瀾
を
披
け
て
入
り
ぬ
。
暴
風
即
ち
止
み
ぬ
。
船
、
岸
に
著
く
こ
と
得
た
り
。
故
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
る
み
ず
　
時
人
、
其
の
海
を
号
け
て
、
馳
水
と
日
ふ
。
蒙
に
日
本
武
尊
、
則
ち
上
総
よ
り
　
　
　
　
　
む
　
　
つ
転
り
て
、
陸
奥
国
に
入
り
た
ま
ふ
。
時
に
大
き
な
る
鏡
を
王
船
に
懸
け
て
、
海
　
　
　
あ
し
の
う
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
の
う
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
み
し
　
路
よ
り
葦
浦
に
廻
る
。
横
に
玉
浦
を
渡
り
て
、
蝦
夷
の
境
に
至
る
。
（
中
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ひ
　
蝦
夷
既
に
平
け
て
、
日
高
見
国
よ
り
還
り
て
、
西
南
、
常
陸
を
歴
て
、
甲
斐
国
　
　
　
　
　
さ
か
お
り
の
み
や
　
に
至
り
て
、
酒
折
宮
に
居
し
ま
す
。
（
中
略
）
則
ち
甲
斐
よ
り
北
、
武
蔵
・
上
　
　
　
　
　
　
　
　
う
す
ひ
の
さ
か
　
野
を
転
歴
り
て
、
西
碓
日
坂
に
逮
り
ま
す
。
時
に
日
本
武
尊
、
毎
に
弟
橘
媛
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
す
ひ
の
み
ね
　
顧
び
た
ま
ふ
情
有
し
ま
す
。
故
、
碓
日
嶺
に
登
り
て
、
東
南
を
望
り
て
三
た
び
　
歎
き
て
日
は
く
、
「
吾
嬬
は
や
」
と
の
た
ま
ふ
。
嬬
、
此
を
ば
菟
摩
と
云
ふ
。
故
、
因
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
づ
ま
の
く
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
な
の
　
り
て
山
の
東
の
諸
国
を
号
け
て
、
吾
嬬
国
と
日
ふ
。
（
中
略
）
信
濃
に
進
入
し
ぬ
。
　
　
　
〔
『
日
本
古
典
文
学
大
系
6
7
　
日
本
書
紀
　
上
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
〕
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
東
征
ル
ー
ト
は
、
両
書
で
差
違
が
あ
る
。
　
『古
事
記
』
　
駿
河
↓
相
模
↓
上
総
↓
蝦
夷
の
地
↓
相
模
・
足
柄
坂
↓
甲
斐
↓
信
濃
↓
尾
張
　
『
日
本
書
紀
』
　
駿
河
↓
相
模
↓
上
総
↓
陸
奥
↓
日
高
見
↓
常
陸
↓
甲
斐
↓
武
蔵
↓
上
野
・
碓
日
坂
　
↓
信
濃
↓
尾
張
　
し
か
し
、
駿
河
↓
相
模
↓
上
総
そ
し
て
海
路
を
北
上
す
る
ル
ー
ト
は
両
書
共
通
す
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
　
東
海
道
と
い
う
名
称
は
、
海
を
渡
る
経
路
（
海
路
）
の
あ
る
道
に
由
来
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
東
海
道
の
海
路
は
ニ
カ
所
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
は
、
伊
勢
湾
を
渡
り
三
河
へ
至
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
相
模
国
か
ら
上
総
国
へ
渡
る
所
で
あ
る
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承
は
、
そ
の
経
路
を
伝
え
て
い
る
。
令
制
前
の
東
海
道
（古
東
海
道
）
は
、
相
模
を
通
り
、
馳
水
（
走
水
）
の
海
を
渡
り
、
対
岸
の
富
津
・
木
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
更
津
へ
至
る
道
と
さ
れ
る
。
　
鎌
倉
に
は
二
本
の
東
西
道
路
が
走
っ
て
い
る
が
、
山
際
の
東
西
道
と
も
う
一
つ
が
、
南
の
海
岸
沿
い
を
通
過
す
る
道
で
、
い
わ
ゆ
る
古
東
海
道
で
あ
る
。
こ
の
道
は
、
稲
村
が
崎
方
面
か
ら
入
っ
て
砂
丘
地
帯
を
通
り
、
名
越
か
ら
沼
浜
（
現
在
の
逗
子
市
）
に
抜
け
、
三
浦
半
島
に
通
じ
て
い
た
。
　
房
総
半
島
で
は
、
三
浦
半
島
の
対
岸
の
東
京
湾
岸
に
、
南
か
ら
千
葉
県
富
津
市
の
内
裏
塚
古
墳
群
、
小
櫃
川
下
流
の
木
更
津
市
付
近
、
さ
ら
に
養
老
川
下
流
の
市
原
市
姉
崎
古
墳
群
な
ど
に
、
規
模
も
大
き
く
、
ま
た
す
ぐ
れ
た
副
葬
品
を
も
つ
有
力
な
古
墳
が
多
数
造
営
さ
れ
て
い
る
。
　
以
下
、
こ
の
地
域
の
古
墳
の
分
布
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
、
小
林
三
郎
氏
の
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
に
基
づ
き
概
観
し
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
ど
　
ま
ず
、
千
葉
県
市
原
市
国
分
寺
台
の
神
門
古
墳
と
呼
ば
れ
る
三
基
の
古
墳
は
、
近
畿
・
瀬
戸
内
系
の
円
丘
を
基
本
と
し
、
埋
葬
儀
礼
に
伴
う
供
献
土
器
と
し
て
、
近
畿
地
方
の
庄
内
式
土
器
や
東
海
地
方
西
部
、
あ
る
い
は
北
陸
系
の
土
器
群
を
合
わ
せ
て
保
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
神
門
三
古
墳
の
被
葬
者
た
ち
は
、
市
原
市
周
辺
261
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を
基
盤
と
し
て
西
日
本
地
域
と
積
極
的
に
交
流
し
た
東
日
本
の
出
現
期
古
墳
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
、
初
期
古
墳
の
う
ち
、
前
方
後
方
墳
は
君
津
市
駒
久
保
古
墳
、
同
市
道
祖
神
裏
古
墳
、
市
原
市
新
皇
塚
古
墳
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
畿
内
の
政
治
的
勢
力
波
及
の
表
徴
と
さ
れ
る
前
方
後
円
墳
と
し
て
、
木
更
津
市
の
手
古
塚
古
墳
（全
長
六
〇
m
）
が
房
総
地
域
に
お
け
る
最
古
期
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
手
古
塚
古
墳
に
つ
づ
く
市
原
市
姉
崎
天
神
山
古
墳
は
、
全
長
一
二
〇
m
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
房
総
地
域
で
は
東
京
湾
岸
に
面
し
た
小
糸
川
・
小
櫃
川
・
養
老
川
．
村
田
川
の
各
水
系
に
、
古
墳
時
代
前
半
期
の
定
着
し
た
古
墳
の
様
相
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
、
姉
崎
天
神
山
古
墳
は
そ
の
中
心
的
位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
や
が
て
小
糸
川
水
系
に
富
津
市
内
裏
塚
古
墳
（
全
長
一
四
四
m
）
を
は
じ
め
と
す
る
大
型
前
方
後
円
墳
群
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
内
裏
塚
古
墳
は
、
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
の
調
査
に
よ
っ
て
、
後
円
部
墳
頂
に
二
基
の
竪
穴
式
石
室
が
発
見
さ
れ
、
東
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
石
室
か
ら
二
体
の
人
骨
と
刀
剣
・
鉄
鐵
・
鎌
・
新
な
ど
が
、
西
石
室
か
ら
は
鏡
・
刀
剣
・
槍
先
・
鳴
鏑
・
胡
籔
・
新
・
鉄
鑛
な
ど
の
副
葬
品
が
確
認
さ
れ
、
五
世
紀
中
ご
ろ
の
築
造
と
さ
れ
て
い
る
。
内
裏
塚
古
墳
に
つ
づ
く
の
が
富
津
市
弁
天
山
古
墳
（
全
長
八
六
m
）
で
、
五
世
紀
後
半
と
み
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
君
津
市
八
幡
神
社
古
墳
（全
長
八
六
m
）、
富
津
市
九
条
塚
古
墳
（
全
長
一
〇
五
m
）
と
、
同
族
と
さ
れ
る
首
長
歴
代
の
墳
墓
と
し
て
営
ま
れ
た
と
い
う
。
九
条
塚
古
墳
に
次
い
で
稲
荷
山
古
墳
が
六
世
紀
後
半
に
比
定
さ
れ
、
続
い
て
三
条
古
墳
が
六
世
紀
末
ご
ろ
に
築
造
さ
れ
た
。
　
房
総
地
域
で
は
、
五
世
紀
中
葉
以
後
、
内
裏
塚
古
墳
群
の
被
葬
者
た
ち
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
規
模
を
も
ち
、
豊
富
な
副
葬
品
を
誇
る
い
く
つ
か
の
古
墳
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
内
裏
塚
古
墳
群
の
よ
う
に
首
長
権
を
連
続
的
に
継
承
し
た
か
判
然
と
し
な
い
。
　
小
櫃
川
水
系
で
は
、
祇
園
大
塚
山
古
墳
は
、
前
方
後
円
墳
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
金
銅
製
眉
庇
付
胃
、
金
銅
製
桂
甲
小
札
や
画
文
帯
四
仏
四
獣
鏡
な
ど
が
出
土
品
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
眉
庇
付
冑
は
、
仁
徳
陵
古
墳
か
ら
の
伝
出
土
も
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
大
王
級
の
古
墳
の
副
葬
品
と
し
て
顕
著
な
武
具
で
あ
る
。
金
鈴
塚
古
墳
は
、
祇
園
大
塚
山
古
墳
と
同
地
域
内
に
築
造
さ
れ
、
そ
の
系
譜
を
継
承
し
た
首
長
の
墳
墓
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
全
長
九
五
m
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
鏡
二
面
の
ほ
か
装
飾
付
大
刀
類
一
七
、
馬
具
三
組
以
上
、
銅
銃
五
、
金
銅
製
履
、
各
種
玉
類
、
金
鈴
・
金
銀
糸
を
用
い
た
織
物
、
桂
甲
・
衝
角
付
冑
な
ど
の
ほ
か
須
恵
器
・
土
師
器
二
五
〇
点
な
ど
、
副
葬
品
の
質
量
と
も
に
関
東
で
は
随
一
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
木
更
津
か
ら
市
原
に
か
け
て
の
地
域
は
、
古
く
か
ら
畿
内
政
権
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
古
墳
群
の
分
布
で
も
、
早
い
時
期
か
ら
大
規
模
な
古
墳
が
築
造
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
発
見
さ
れ
た
市
原
市
稲
荷
台
一
号
墳
出
土
の
「
王
賜
」
銘
鉄
剣
は
、
日
本
列
島
内
で
書
か
れ
た
も
の
と
し
て
は
最
古
の
銘
文
を
も
つ
鉄
剣
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
か
ら
房
総
地
域
の
中
小
豪
族
に
下
賜
さ
れ
た
鉄
剣
で
あ
り
、
海
上
交
通
路
が
こ
の
地
域
と
ヤ
マ
ト
王
権
を
結
ん
で
い
た
こ
と
を
証
し
て
い
る
と
い
え
る
。
　
さ
ら
に
、
川
尻
秋
生
氏
は
、
古
代
東
国
の
沿
岸
交
通
の
分
析
の
中
で
、
特
に
小
論
と
関
係
深
い
伊
豆
－
相
模
ー
房
総
の
海
上
ル
ー
ト
に
関
し
て
、
貴
重
な
成
果
を
明
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
第
六
、
「
奏
状
、
申
受
領
」
に
は
散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
時
棟
が
受
領
任
命
を
希
望
す
る
申
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。
申
文
に
よ
れ
ば
、
彼
は
安
房
守
と
し
て
任
期
中
の
公
文
を
勘
済
し
、
受
領
功
過
定
を
パ
ス
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
官
職
に
任
命
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
先
例
を
引
用
し
な
が
ら
自
分
の
功
績
を
書
き
上
げ
て
、
寛
仁
四
（
一
〇
二
〇
）
年
の
春
に
閾
国
と
な
る
丹
後
．
上
野
．
出
羽
国
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
受
領
に
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
申
文
の
な
か
で
、
時
棟
が
安
房
国
と
三
浦
半
島
と
の
間
の
「
水
道
」
の
経
路
の
危
険
性
を
強
調
し
て
い
る
事
実
は
、
国
司
の
離
着
任
に
海
路
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
証
し
て
い
る
と
い
う
。
　
さ
ら
に
川
尻
氏
は
『
二
中
歴
』
（
鎌
倉
時
代
初
期
頃
成
立
）
所
載
の
二
つ
の
日
本
図
に
着
目
し
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
　
日
本
図
A
で
は
、
経
路
は
律
令
制
下
に
近
く
、
誤
り
を
含
む
も
の
の
、
延
喜
主
計
262
［中世都市鎌倉以前］・…　平川南
＼
　
＼
フ
ト
ノ
千
＼
ち
　
巳
　
．
●
、
～
輸
舗
．
土
墳
O 　
．
ジ
「
へ
己
、
　
　
　
　
、
　
　
　
1
　
～
●
〕
⑯
　
－
　
　
ー
〉
ン
／
ξ
ー
ノ
」
＼已
、
、
口
．
・
鋲
稲荷台占墳群の位置
（裏
）
（吉
祥
句
）
此
ノ
延
刀
ハ
．
（表
）
王（
日｝響
ズ
て
敬
ン
デ
安
［
ゼ
ヨ
。
読みの一例
（裏
）
此
延
（表
）
王
賜
口
口
敬
籔
灘議
《
Ψ
囁
ー
．
〆　　＼
1
　　、
［㊤1
一⊥
押
‘
へ
／
1
　緑1
当
］
×
ー
銘文の釈文 「王賜」銘鉄剣
図6　千葉県市原市稲荷台1号墳出土「王賜」銘鉄剣
　　　（市原市教育委員会蔵）
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づヒ」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ー
上
遼
曇
、
峠
響
酬
　
　
　
　
　
　
　
西
イ左山
渡陸
呈
東
海
東
繊
．
粟
鷺
．
駕
港
六
B図本日
南
妄
凝
図7　『二中歴』所載の日本図（川尻秋生「古代東国の沿岸交通」より）
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平川南［中世都市鎌倉以前］
式
に
基
づ
い
て
都
へ
の
上
り
と
下
り
の
日
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
伊
豆
国
か
ら
上
総
国
を
経
由
し
て
安
房
国
に
到
達
す
る
道
が
存
在
し
て
い
る
。
日
本
図
B
で
は
相
模
・
武
蔵
・
下
総
・
上
総
・
安
房
・
伊
豆
国
が
同
心
円
状
の
道
で
つ
な
が
り
、
伊
豆
国
か
ら
安
房
国
へ
道
が
延
び
て
い
る
。
　
以
上
か
ら
、
十
二
世
紀
は
じ
め
に
は
、
相
模
・
武
蔵
・
下
総
国
を
経
由
せ
ず
、
直
接
、
伊
豆
国
か
ら
房
総
半
島
に
到
達
す
る
海
上
ル
ー
ト
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
参
考
ま
で
に
、
房
総
か
ら
常
陸
へ
の
道
は
、
次
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
大
脇
保
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
『
風
土
記
』
時
代
の
主
要
ル
ー
ト
は
下
総
か
ら
常
陸
へ
の
経
路
と
し
て
香
取
道
が
よ
り
古
い
。
そ
し
て
、
下
総
国
於
賦
駅
か
ら
流
海
を
渡
り
、
横
谷
駅
に
至
っ
た
後
の
経
路
と
し
て
、
水
路
で
直
接
国
府
の
外
港
高
浜
（
石
岡
市
）
あ
た
り
に
達
す
る
場
合
と
、
霧
ヶ
浦
東
岸
の
曾
禰
（
行
方
郡
曾
禰
郷
に
比
定
）
に
渡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
海
し
て
、
陸
路
を
国
府
に
向
う
場
合
を
想
定
で
き
る
と
い
う
。
森
田
悌
氏
は
、
八
世
紀
前
半
に
は
新
東
海
道
が
で
き
て
、
下
総
国
府
か
ら
ま
っ
す
ぐ
陸
路
を
北
上
し
て
常
陸
国
府
に
至
る
ル
ー
ト
が
確
立
し
た
と
み
て
い
る
。
③
地
方
豪
族
の
地
域
間
交
流
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
上
総
・
武
射
地
方
と
陸
奥
・
牡
鹿
地
方
の
交
流
　
こ
れ
ま
で
の
律
令
国
家
像
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
支
配
し
て
き
た
豪
族
た
ち
の
連
携
・
交
流
あ
る
い
は
そ
の
地
域
内
の
活
動
が
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
中
央
と
地
方
と
の
対
比
構
図
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
律
令
国
家
に
お
い
て
も
、
地
方
豪
族
の
自
立
的
活
動
と
地
域
間
交
流
の
実
態
に
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
上
記
の
交
流
ル
ー
ト
に
か
か
わ
る
上
総
国
と
陸
奥
国
の
豪
族
に
よ
る
地
域
間
交
流
の
実
例
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
　
『
続
日
本
記
』
神
護
景
雲
三
（
七
六
九
）
年
三
月
辛
巳
条
　
　
陸
奥
国
白
河
郡
人
外
正
七
位
上
丈
部
子
老
。
賀
美
郡
人
丈
部
国
益
。
標
葉
郡
人
　
　
正
六
位
上
丈
部
賀
例
努
等
十
人
。
賜
二
姓
阿
倍
陸
奥
臣
づ
（
中
略
）
牡
鹿
郡
人
外
　
　
正
八
位
下
春
日
部
奥
麻
呂
等
三
人
武
射
臣
。
（
中
略
）
玉
造
郡
人
外
正
七
位
上
吉
　
　
弥
侯
部
念
丸
等
七
人
下
毛
野
術
見
公
。
並
是
大
国
造
道
嶋
宿
禰
嶋
足
之
所
レ
請
也
。
　
大
国
造
道
嶋
宿
禰
嶋
足
の
申
請
に
も
と
つ
く
陸
奥
国
内
の
各
郡
領
ク
ラ
ス
の
在
地
有
力
者
の
一
括
賜
姓
記
事
で
あ
る
。
こ
の
賜
姓
を
分
類
し
、
整
理
す
る
と
表
1
の
よ
う
に
な
る
。
　
表
1
の
と
お
り
、
す
べ
て
丈
部
・
大
伴
部
・
吉
弥
侯
部
が
そ
れ
ぞ
れ
阿
倍
・
大
伴
・
上
（
下
）
毛
野
＋
陸
奥
国
名
ま
た
は
郡
・
郷
名
を
賜
姓
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
牡
鹿
郡
人
春
日
部
奥
麻
呂
ら
三
人
が
武
射
臣
を
賜
姓
し
た
の
は
こ
こ
で
は
唯
一
の
例
外
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
一
括
賜
姓
の
推
挙
者
・
道
嶋
氏
が
も
と
は
牡
鹿
郡
の
豪
族
で
あ
る
こ
と
と
も
関
連
さ
せ
る
と
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
武
射
臣
は
右
記
の
「
地
名
＋
臣
」
の
型
に
一
致
す
る
と
思
わ
れ
、
陸奥国・郡・郷名を含む神護景雲3年賜姓一覧表1
丈
部
ー
ー
↓
阿
倍
陸
奥
臣
丈
部
直
ー
阿
倍
安
積
臣
丈
部
ー
1
↓
阿
倍
信
夫
臣
丈
部
ー
安
倍
柴
田
臣
丈
部
ー
阿
倍
会
津
臣
丈
部ー
於
保
磐
城
臣
春
日
部
ー
武
射
臣
宗
何
部
ー
湯
坐
日
理
連
靱
大
伴
部
↓
靱
大
伴
連
大
伴
部ー
大
伴
行
方
連
大
伴
部
ー
大
伴
苅
田
臣
大
伴
部
ー
大
伴
柴
田
臣
吉
弥
侯
部
↓
磐
瀬
朝
臣
吉
弥
侯
部
ー
上
毛
野
陸
奥
公
吉
弥
侯
部
ー
上
毛
野
名
取
朝
臣
吉
弥
侯
部
ー
上
毛
野
鍬
山
公
吉
弥
侯
部
ー
上
毛
野
中
村
公
吉
弥
侯
部
↓
下
毛
野
静
戸
公
吉
弥
侯
部
↓
下
毛
野
傭
見
公
陸
奥
国
安
積
郡
信
夫
郡
柴
田
郡
会
津
郡
磐
城
郡
日
理
郡
行
方
郡
苅
田
郡
柴
田
郡
磐
瀬
郡
陸
奥
国
名
取
郡
信
夫
郡
鍬
山
郷
新
田
郡
中
村
郷
信
夫
郡
静
戸
郷
玉
造
郡
傭
見
郷
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地
名
「
武
射
」
が
上
総
国
武
射
郡
を
指
す
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
　
上
総
国
武
射
郡
は
現
在
の
千
葉
県
山
武
郡
を
中
心
と
し
た
九
十
九
里
沿
岸
に
位
置
し
て
い
る
。
山
武
郡
は
地
形
か
ら
み
る
と
、
下
総
台
地
の
一
部
を
占
め
る
等
高
線
四
〇
～
一
〇
〇
m
の
洪
積
台
地
と
、
海
蝕
崖
下
に
広
く
展
開
す
る
等
高
線
一
〇
m
以
下
の
九
十
九
里
海
岸
平
野
の
二
つ
の
部
分
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
九
十
九
里
浜
海
岸
は
腕
艇
六
四
㎞
に
及
ぶ
弓
状
の
海
岸
線
に
沿
う
一
帯
の
砂
浜
海
岸
で
あ
る
が
、
現
汀
線
の
砂
丘
背
後
に
は
多
く
の
沼
沢
群
が
点
在
し
て
い
る
。
九
十
九
里
浜
沿
岸
の
砂
丘
列
を
つ
く
る
西
風
は
安
房
丘
陵
の
北
端
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
造
砂
丘
力
を
弱
め
、
幻
の
入
江
を
な
し
て
い
る
。
和
遍
氏
の
支
族
牟
邪
臣
（
武
社
国
造
）
は
木
戸
川
と
境
川
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
に
よ
る
入
江
を
管
理
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
古
代
に
お
い
て
は
、
日
本
各
地
の
砂
堆
背
後
の
ラ
グ
ー
ン
の
い
く
つ
か
に
港
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
　
　
（
1
6
）
で
あ
る
。
　
平
岡
和
夫
氏
の
こ
の
九
十
九
里
地
域
の
古
墳
に
関
す
る
調
査
に
よ
る
と
、
以
下
の
　
　
　
　
　
（
1
7
）
と
お
り
で
あ
る
。
九
十
九
里
地
域
（
千
葉
県
香
取
郡
栗
源
町
・
多
古
町
・
八
日
市
場
市
・
匝
瑳
郡
光
町
・
山
武
郡
横
芝
町
・
松
尾
町
・
成
東
町
・
芝
山
町
．
山
武
町
．
東
金
市
の
範
囲
に
包
括
さ
れ
る
地
域
）
の
古
墳
は
、
群
と
し
て
は
一
四
七
群
で
あ
り
、
古
墳
数
で
は
前
方
後
円
墳
一
一
二
基
、
方
墳
六
八
基
、
円
墳
八
六
八
基
の
計
一
〇
四
八
基
が
現
存
す
る
。
ま
た
す
で
に
消
滅
し
、
そ
の
所
在
が
確
認
さ
れ
た
数
を
加
え
る
と
一
四
四
〇
基
に
も
及
ぶ
。
古
墳
の
分
布
域
は
、
当
該
地
域
を
流
れ
る
中
小
河
川
の
北
幸
谷
川
・
作
田
川
・
木
戸
川
・
栗
山
川
の
水
系
に
よ
っ
て
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
九
十
九
里
地
域
の
古
墳
は
、
五
世
紀
半
ば
に
出
現
す
る
。
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
初
頭
ま
で
の
古
墳
は
、
栗
山
川
流
域
に
集
中
し
、
六
世
紀
後
半
は
、
古
墳
が
本
地
域
全
域
に
爆
発
的
に
造
営
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
木
戸
川
お
よ
び
作
田
川
の
支
流
の
成
東
川
・
境
川
の
流
域
で
は
大
型
の
前
方
後
円
墳
や
円
墳
が
出
現
す
る
。
七
世
紀
初
頭
に
は
、
成
東
川
水
系
に
は
駄
ノ
塚
古
墳
の
よ
う
な
大
型
の
方
墳
が
出
現
す
る
。
こ
の
駄
ノ
塚
古
墳
は
一
辺
約
六
〇
m
、
高
さ
約
一
〇
m
、
三
段
に
築
成
さ
れ
た
畿
内
の
大
王
陵
に
も
匹
敵
す
る
大
規
模
な
も
の
で
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
方
墳
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
て
は
我
が
国
で
は
三
番
目
の
大
き
さ
で
あ
る
。
　
神
護
景
雲
三
年
条
に
み
え
る
「
牡
鹿
郡
人
春
日
部
奥
麻
呂
」
が
姓
「
武
射
臣
」
を
賜
っ
た
事
実
は
、
さ
ら
に
、
次
の
点
か
ら
も
き
わ
め
て
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
大
和
朝
廷
に
よ
る
伊
甚
屯
倉
の
設
置
と
の
関
連
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
大
和
朝
廷
の
直
轄
領
と
も
い
う
べ
き
屯
倉
が
関
東
地
方
に
設
置
さ
れ
た
の
は
六
世
紀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
に
は
い
っ
て
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
伊
甚
屯
倉
の
設
置
に
つ
い
て
『
日
本
書
紀
』
安
閑
天
皇
元
年
四
月
の
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
話
を
の
せ
て
い
る
。
膳
臣
大
麻
呂
と
い
う
も
の
が
天
皇
の
命
を
う
け
て
使
者
を
伊
甚
（
現
在
の
千
葉
県
夷
隅
郡
．
勝
浦
市
附
近
）
へ
遣
わ
し
、
真
珠
を
求
め
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
伊
甚
国
造
ら
は
京
に
や
っ
て
く
る
の
が
遅
く
期
限
ま
で
に
真
珠
を
朝
廷
に
献
上
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
大
麻
呂
は
怒
っ
て
、
国
造
ら
を
捕
縛
し
、
こ
と
の
よ
し
を
問
う
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
266
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を
お
そ
れ
た
国
造
の
伊
甚
直
稚
子
ら
は
、
後
宮
の
寝
殿
に
逃
げ
こ
ん
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
知
ら
な
い
春
日
皇
后
（
仁
賢
天
皇
の
女
春
日
山
田
皇
女
）
は
、
彼
ら
の
い
る
の
を
み
て
、
息
を
は
ず
ま
せ
て
あ
わ
て
て
、
気
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
稚
子
直
ら
は
閑
入
罪
（
み
だ
り
に
宮
中
に
入
っ
た
罪
）
に
と
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
稚
子
直
は
、
膿
罪
の
た
め
、
皇
后
に
伊
甚
屯
倉
を
献
じ
た
と
い
う
。
佐
伯
氏
は
、
後
世
、
上
総
国
夷
潭
郡
に
は
、
春
部
直
と
い
う
氏
姓
の
も
の
が
い
る
（
『
三
代
実
録
』
貞
観
九
〈
八
六
七
〉
年
四
月
廿
日
条
「
上
総
国
夷
溜
郡
人
春
部
直
黒
主
売
」
）
の
で
、
安
閑
天
皇
の
時
代
に
、
春
日
皇
后
の
名
代
で
あ
る
春
日
部
が
お
か
れ
、
屯
倉
も
設
置
さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
と
し
て
い
る
。
　
こ
の
春
日
に
深
く
関
わ
る
の
が
、
ワ
ニ
氏
で
あ
る
。
ワ
ニ
氏
の
本
拠
は
最
初
和
爾
の
地
（
旧
添
丘
郡
櫟
本
町
、
現
在
の
天
理
市
）
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
少
し
北
方
の
春
日
地
方
を
本
拠
と
し
、
そ
の
結
果
欽
明
朝
ご
ろ
か
ら
ワ
ニ
氏
は
春
日
氏
と
改
め
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
と
に
春
日
皇
后
と
よ
ば
れ
て
い
る
安
閑
皇
后
の
春
日
山
田
皇
女
は
、
そ
の
名
代
と
考
え
ら
れ
て
い
る
春
日
部
の
分
布
か
ら
も
、
か
な
り
の
勢
力
を
も
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
　
結
局
の
と
こ
ろ
、
神
護
景
雲
三
年
条
に
み
え
る
春
日
部
奥
万
呂
は
、
お
そ
ら
く
上
総
国
か
ら
海
を
わ
た
っ
て
牡
鹿
郡
に
移
住
し
、
大
き
な
勢
力
を
有
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
時
点
で
、
武
射
臣
を
賜
姓
し
た
が
、
こ
の
春
日
部
と
武
射
の
関
連
は
、
上
述
の
上
総
地
方
の
背
景
と
き
わ
め
て
合
致
し
て
興
味
深
い
。
　
こ
の
よ
う
な
“
海
の
道
”
を
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
す
る
と
、
や
は
り
先
に
掲
げ
た
『
古
事
記
』
お
よ
び
『
日
本
書
紀
』
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
東
征
伝
承
を
想
起
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
　
『
日
本
書
紀
』
景
行
天
皇
四
十
年
是
歳
条
（
既
出
）
に
よ
れ
ば
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
駿
河
か
ら
相
模
を
経
て
、
東
京
湾
を
渡
り
上
総
に
入
っ
た
。
そ
し
て
上
総
か
ら
海
路
陸
奥
国
へ
向
か
っ
た
が
、
こ
の
コ
ー
ス
こ
そ
、
上
述
の
よ
う
な
上
総
か
ら
太
平
洋
岸
を
北
に
向
い
、
最
終
的
に
は
、
北
上
川
ロ
ー
現
石
巻
湾
ー
に
達
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
蝦
夷
賊
首
嶋
津
神
・
国
津
神
等
が
屯
し
た
竹
水
門
は
、
お
そ
ら
く
多
賀
水
門
す
な
わ
ち
現
在
の
松
島
湾
あ
た
り
を
指
し
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
　
仁
徳
天
皇
五
十
五
年
の
い
わ
ゆ
る
田
道
将
軍
の
伝
承
は
さ
ら
に
こ
れ
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
蝦
夷
叛
之
。
遣
二
田
道
一
令
レ
撃
。
則
為
二
蝦
夷
一
所
レ
敗
。
以
死
二
干
伊
寺
水
門
↓
　
さ
き
の
景
行
天
皇
是
歳
条
に
お
い
て
も
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
軍
に
対
し
て
蝦
夷
軍
は
、
竹
水
門
に
屯
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
田
道
軍
と
蝦
夷
軍
と
の
戦
闘
も
伊
寺
水
門
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
の
征
夷
軍
と
蝦
夷
軍
が
内
陸
部
で
戦
闘
を
交
わ
し
て
い
る
事
実
と
は
き
わ
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
央
の
水
軍
と
蝦
夷
軍
の
攻
防
が
水
門
に
お
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
重
要
な
点
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
房
総
半
島
の
武
射
地
方
の
有
力
者
と
牡
鹿
地
方
と
の
連
繋
、
い
い
か
え
れ
ば
牡
鹿
地
方
の
豪
族
道
嶋
氏
の
勢
力
伸
長
の
基
盤
も
海
上
交
通
と
の
関
連
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
牡
鹿
地
方
の
重
要
性
は
や
は
り
陸
奥
国
北
部
へ
の
海
か
ら
の
玄
関
口
に
あ
た
っ
て
い
た
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
八
世
紀
半
ば
に
造
営
さ
れ
た
桃
生
城
は
牡
鹿
柵
と
と
も
に
、
そ
の
玄
関
口
と
、
港
か
ら
さ
ら
に
北
上
川
水
運
を
利
用
し
て
北
の
内
陸
部
ー
”
賊
の
本
拠
”
と
さ
れ
た
胆
沢
地
方
ー
へ
の
物
資
輸
送
上
の
重
要
性
を
配
慮
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
　
こ
の
よ
う
に
房
総
半
島
か
ら
陸
奥
へ
の
北
上
ル
ー
ト
が
地
方
豪
族
に
よ
る
地
域
間
交
流
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
④
墨
書
人
面
土
器
の
受
容
ル
ー
ト
1
墨
書
人
面
土
器
と
道
教
的
信
仰
　
巽
淳
一
郎
氏
は
宮
都
出
土
の
人
面
土
器
を
主
な
対
象
と
し
な
が
ら
、
そ
の
性
格
を
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
奈
良
時
代
の
人
面
土
器
祭
祀
は
、
疫
病
が
遠
国
あ
る
い
は
疫
病
発
生
地
か
ら
都
城
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苦
峠
玄
免
ロ
角
杢
ロ
司
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
目
的
で
行
わ
れ
た
国
家
祭
祀
で
あ
り
、
奈
良
時
代
末
以
降
、
お
そ
ら
く
新
し
い
宗
教
（
密
教
）
の
登
場
と
と
も
に
墨
書
人
面
土
器
祭
祀
は
次
第
に
す
た
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
個
人
的
祭
祀
・
民
間
祭
祀
へ
と
変
質
し
て
い
く
と
い
う
。
　
し
か
し
、
東
国
の
人
面
土
器
は
八
世
紀
代
の
も
の
も
数
多
く
確
認
さ
れ
て
お
り
、
地
方
に
お
い
て
も
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
、
在
地
の
神
（
国
神
）
な
ど
に
対
し
て
、
お
そ
ら
く
招
福
除
災
や
延
命
な
ど
の
祭
祀
が
人
面
土
器
を
用
い
て
実
施
さ
れ
て
い
た
と
理
解
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
在
地
に
お
け
る
人
面
土
器
祭
祀
は
、
国
家
祭
祀
が
衰
退
し
て
、
民
間
祭
祀
へ
と
変
質
し
た
形
の
も
の
で
あ
る
と
と
ら
え
る
よ
り
は
、
従
来
か
ら
の
在
地
に
お
け
る
土
着
神
に
対
す
る
祭
祀
に
、
人
面
土
器
祭
祀
が
比
較
的
早
い
段
階
に
と
り
入
れ
ら
れ
、
都
で
の
国
家
祭
祀
と
重
層
的
に
存
在
し
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
呪
符
に
つ
い
て
、
墨
書
人
面
土
器
と
関
連
し
て
東
野
治
之
氏
は
敦
燈
発
　
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
心
的
な
存
在
と
は
し
な
か
っ
た
。
息
災
と
増
益
は
、
　
そ
こ
で
、
地
獄
の
冥
官
－
閻
羅
王
と
太
山
府
君
ー
に
関
し
て
、
の
思
想
形
成
過
程
に
つ
い
て
長
部
和
雄
氏
の
研
究
を
要
約
し
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
　
仏
教
は
イ
ン
ド
教
を
包
摂
し
て
で
き
た
民
俗
的
な
一
宗
教
で
あ
る
。
そ
し
て
道
教
を
包
摂
し
た
唐
の
密
教
は
民
俗
的
な
一
宗
教
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
そ
の
典
型
例
が
閻
羅
と
太
（
泰
）
山
府
君
の
関
係
で
あ
る
。
　
そ
も
そ
も
太
山
府
君
は
、
中
国
山
東
省
の
東
獄
泰
山
の
鬼
神
で
あ
る
が
、
後
漢
の
こ
ろ
、
泰
山
は
死
霊
の
赴
く
山
で
、
そ
こ
に
は
生
籍
と
死
籍
と
が
備
わ
っ
て
い
て
、
司
命
の
神
が
い
る
と
い
う
信
仰
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
「
六
朝
訳
経
」
に
説
か
れ
て
い
る
太
山
地
獄
が
東
獄
泰
山
の
地
獄
と
な
っ
た
時
点
で
、
太
山
府
君
が
司
命
の
　
　
　
見
の
符
鎮
を
図
し
た
書
物
『
護
宅
神
暦
巻
」
に
注
目
し
、
次
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
酬　
『
護
宅
神
暦
巻
』
の
成
立
年
代
は
盛
唐
よ
り
前
に
遡
り
え
な
い
願　
が
・
・
の
よ
う
な
符
誓
は
後
代
に
も
多
く
流
布
し
て
お
り
、
の教
　
　
こ
れ
に
先
行
す
る
書
が
当
然
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
道る
　
　
こ
う
し
た
書
物
を
通
じ
て
呪
符
が
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
れさ
　
　
て
み
る
の
は
、
大
い
に
必
要
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
『
護
宅
神
と
遷
鷲
駆
鑓
露
パ
難
欝
ジ
顯
藍
れ
た
人
面
・
顔
を
同
じ
〉
る
も
の
で
あ
ろ
元
す
な
わ
ち
、
纂
古
代
の
人
面
は
纂
の
一
種
と
し
て
位
置
づ
け
る
・
と
が
必
要
墨
σ
　
　
　
で
あ
ろ
う
。
　図
　
　
　
こ
の
よ
う
な
東
野
氏
の
見
解
は
、
墨
書
人
面
土
器
祭
祀
が
あ
　
　
　
ら
た
め
て
中
国
の
道
教
を
は
じ
め
と
す
る
複
雑
な
信
仰
と
の
関
　
　
　
連
を
十
分
に
想
定
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
本
来
の
神
祇
祭
祀
は
個
人
信
仰
・
現
世
利
益
の
信
仰
を
中
　
　
　
　
　
　
　
　
む
し
ろ
、
現
世
に
お
け
る
長
寿
延
命
祈
願
な
ど
の
　
　
中
国
に
お
け
る
密
教
と
俗
信
道
教
と
の
接
点
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
に
お
け
る
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
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神
と
な
っ
た
。
　
一
方
、
閻
羅
は
古
代
イ
ン
ド
の
死
の
神
冨
日
①
が
仏
教
の
天
部
に
移
籍
し
て
、
閻
羅
・
閻
摩
・
閻
魔
・
焔
摩
・
瑛
摩
・
炎
摩
と
な
っ
た
。
し
か
し
密
教
の
閻
羅
は
本
来
南
方
の
守
護
神
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
　
六
朝
一
般
仏
教
で
は
、
閻
羅
は
夙
に
冥
界
の
鬼
神
と
な
っ
て
い
る
が
、
唐
代
に
は
、
太
山
府
君
と
相
並
ん
で
は
じ
あ
て
閻
羅
が
業
道
冥
界
の
判
官
と
な
っ
て
い
る
。
冥
府
と
そ
の
信
仰
は
仏
教
と
関
係
な
く
、
地
獄
を
想
定
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
仏
教
の
経
文
が
さ
ら
に
一
枚
加
わ
り
、
太
山
地
獄
説
に
結
び
つ
き
、
閻
羅
王
と
太
山
府
君
が
一
緒
に
登
場
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
中
国
地
獄
思
想
の
主
流
と
な
っ
た
。
道
教
の
太
山
府
君
は
幽
界
地
獄
の
審
判
官
で
あ
っ
て
、
天
国
浄
土
へ
の
済
主
で
は
な
い
。
一
方
、
六
朝
・
惰
・
唐
で
は
、
道
教
と
結
び
つ
い
た
仏
教
は
、
死
後
の
天
国
を
説
か
な
い
で
、
地
獄
だ
け
を
説
く
。
こ
れ
は
極
楽
浄
土
思
想
が
地
獄
思
想
ほ
ど
道
教
や
仏
教
に
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
　
わ
が
国
に
お
け
る
冥
道
信
仰
は
、
や
は
り
仏
教
説
話
集
『
日
本
霊
異
記
』
に
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
閻
羅
王
が
地
獄
の
判
官
と
し
て
人
の
生
死
を
司
る
と
い
う
信
仰
は
、
次
の
説
話
が
最
も
端
的
に
も
の
が
た
っ
て
い
る
。
　
　
官
の
勢
い
を
仮
り
て
、
非
理
に
政
を
為
し
、
悪
報
を
得
る
縁
　
下
巻
ー
三
十
五
　
　
白
壁
の
天
皇
の
み
世
に
、
筑
紫
の
肥
前
の
国
松
浦
の
郡
の
人
、
火
君
の
氏
、
忽
　
　
然
に
死
し
て
瑛
魔
の
国
に
至
る
。
時
に
王
校
ふ
る
に
、
死
期
に
合
は
不
る
が
故
　
　
に
、
更
に
敢
へ
て
返
す
。
還
る
時
に
見
れ
ば
、
大
海
の
中
に
釜
の
如
き
地
獄
有
　
　
り
。
（
下
略
）
　
　
　
〔
『
日
本
古
典
文
学
大
系
7
0
　
日
本
霊
異
記
』
岩
波
書
店
〕
　
道
教
の
泰
山
府
君
は
仏
教
の
閻
羅
王
と
習
合
し
、
人
間
の
寿
命
と
福
禄
を
支
配
す
る
神
と
な
っ
た
。
側
近
に
司
命
・
司
禄
の
二
神
を
従
え
た
。
司
命
神
は
冥
府
の
戸
籍
を
管
理
し
、
戸
籍
に
記
載
し
た
年
齢
に
達
し
た
者
を
冥
府
に
召
喚
す
る
。
司
禄
神
は
娑
婆
に
い
る
人
々
の
善
業
悪
業
を
す
べ
て
記
録
す
る
神
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
説
話
の
よ
う
に
一
旦
、
閻
（
談
）
魔
王
庁
に
召
さ
れ
て
も
、
そ
の
人
物
が
司
命
神
の
管
理
す
る
戸
籍
に
記
し
た
年
齢
に
達
し
な
い
も
の
は
、
「
死
期
に
合
は
不
る
」
理
由
か
ら
閻
羅
王
が
裁
断
し
、
現
世
に
返
す
こ
と
す
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
結
局
の
と
こ
ろ
、
中
国
か
ら
持
た
ら
さ
れ
た
道
教
的
な
信
仰
は
、
和
田
葦
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
民
間
の
陰
陽
師
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
民
衆
に
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
　
　
　
（
2
4
）
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
2
　
墨
書
人
面
土
器
の
分
布
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
イ
　
静
岡
県
三
島
市
箱
根
田
遺
跡
　
箱
根
田
遺
跡
は
静
岡
県
三
島
市
安
久
に
所
在
す
る
。
三
島
市
は
伊
豆
半
島
の
付
け
根
部
に
位
置
し
、
古
代
、
伊
豆
国
府
が
置
か
れ
、
中
世
に
は
伊
豆
一
ノ
宮
の
三
嶋
明
神
の
門
前
町
と
し
て
発
達
し
、
近
世
に
は
東
海
道
の
宿
場
町
、
南
北
・
東
西
交
通
が
交
わ
る
四
つ
辻
と
し
て
繁
栄
し
た
の
で
あ
る
。
　
箱
根
田
遺
跡
は
三
島
市
南
域
、
扇
状
地
堆
積
物
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
田
方
平
野
の
標
高
約
一
一
m
の
低
地
に
位
置
し
て
い
る
。
遺
跡
の
所
在
す
る
安
久
集
落
が
位
置
す
る
田
方
平
野
に
は
古
代
条
里
制
に
よ
る
地
割
が
現
在
で
も
明
瞭
に
確
認
で
き
る
地
域
で
あ
る
。
ま
た
本
遺
跡
の
南
東
約
二
五
〇
m
に
は
大
場
川
が
大
き
く
蛇
行
し
な
が
ら
南
下
し
て
い
る
。
　
箱
根
田
遺
跡
の
調
査
で
は
、
河
川
跡
一
条
と
溝
状
遺
構
五
条
、
掘
立
柱
建
物
跡
六
棟
、
ピ
ッ
ト
一
三
二
基
、
柱
穴
列
一
列
が
検
出
さ
れ
た
。
河
川
跡
は
調
査
区
中
央
か
ら
南
側
調
査
区
に
か
け
て
約
八
〇
m
に
わ
た
り
検
出
さ
れ
、
川
幅
七
～
一
二
・
五
m
の
自
然
流
路
と
考
え
ら
れ
る
。
検
出
し
た
河
川
跡
に
伴
う
遺
物
は
八
～
十
世
紀
初
頭
の
も
の
で
あ
る
。
　
箱
根
田
遺
跡
か
ら
は
、
土
師
器
圷
や
土
師
器
小
型
甕
を
中
心
に
、
刻
書
や
墨
書
を
施
し
た
も
の
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
墨
書
人
面
は
土
師
器
圷
三
点
、
土
師
器
甕
一
点
、
土
師
器
小
型
甕
六
点
、
鉢
二
点
で
あ
る
。
墨
書
人
面
土
器
は
、
都
で
行
わ
れ
る
「
大
祓
」
で
は
甕
型
土
器
の
中
に
息
を
吹
き
込
む
こ
と
で
、
自
ら
の
薇
や
病
気
を
移
し
込
め
、
甕
ご
と
川
に
流
す
行
事
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
都
で
行
わ
れ
て
い
た
甕
型
土
器
に
よ
る
墨
書
人
面
土
器
祭
祀
は
、
地
方
官
人
層
が
受
容
す
る
段
階
269
F
』
r
罐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
聡．
　　　　　　　（助川）
　　　　　　’
蹴㌍’
「　、二　㍍・・
鷲1
i』“
いご＼
しロエ　　　や
㌫碁嘉
・’『9
惣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
　
　
　
　
　
ス
び
諺
＼、、
　
、
薦
竃輔
穰熟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　　　∴撲
戦
⑥竺
図10墨書人面土器の分布
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　
ロ
ロ
270
［中世都市鎌倉以前］　　平川南
匿土］
馴
　
懸
餐
伊
豆
国
分
寺
鷲聯墳髭
暢丁　司
ノ
ら
〆
‘
一田
。戸
田週
エ．錨
　市〉
　　　上才塚遺跡
　　　　・墾撰
　　　蕊灘難
　　　　　　，§．・・
　　　　　　イ蓑
鰭
鱗
盤
旛
，
、
レ
一蕊
漂
（’
礫
鑑
纏
総
⇔
響
鑑
ヒ
難
．
譲
、
燃
．
⊇
瀧
剛
・
襲
巡
才
・
　
」
　
　
　
　
ヨ
乏
ズつ奄
襟畿
　
ら、
㊦
　
（竺
熟灘
　　中
瀞
議
灘
嶽
f
鯖
世
露
　互’鰹
驚⌒礪
鷲麹璽
鴛 機、・
図11静岡県三島市箱根田遺跡の位置図（＝島市教育委員会『箱根田遺跡」2003年）
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　　　一
穴
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乏
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才
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静岡県箱根田遺跡（9世紀前半）
　　　　　　　　　　　　神奈川県藤沢市南鍛冶山遺跡（8世紀中頃）
図12　墨書人面土器の類似例（その1）
で
変
容
し
、
甕
型
土
器
だ
け
で
な
く
、
従
来
の
祭
祀
に
用
い
ら
れ
て
い
た
杯
型
土
器
に
も
人
面
を
墨
書
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
本
遺
跡
に
お
け
る
甕
型
墨
書
人
面
土
器
の
出
現
は
、
八
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
、
十
世
紀
初
め
頃
ま
で
存
続
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
自
然
流
路
内
か
ら
は
、
舟
形
・
人
形
・
馬
形
・
斎
串
な
ど
の
祭
祀
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
ロ
　
神
奈
川
県
内
の
人
面
土
器
○
平
塚
市
稲
荷
前
A
遺
跡
第
8
地
点
　
　
九
世
紀
前
半
の
土
師
器
圷
に
眉
・
目
・
鼻
・
口
が
描
か
れ
て
い
る
。
○
平
塚
市
構
之
内
遺
跡
第
二
地
点
　
　
遺
跡
は
相
模
国
府
域
の
西
端
に
位
置
し
、
九
世
紀
前
半
の
土
師
器
杯
に
顎
が
や
　
や
尖
っ
た
顔
の
輪
郭
と
眉
・
目
・
鼻
・
髭
・
口
が
描
か
れ
て
い
る
。
○
藤
沢
市
南
鍛
冶
山
遺
跡
　
　
遺
跡
は
引
地
川
下
流
域
の
高
座
丘
陵
右
岸
台
地
上
に
立
地
し
て
い
る
。
本
遺
跡
　
は
竪
穴
住
居
跡
三
三
五
軒
、
掘
立
柱
建
物
跡
一
八
四
棟
、
特
殊
竪
穴
状
遺
構
二
基
　
な
ど
多
く
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
寺
に
関
す
る
墨
書
土
器
が
多
数
出
　
土
し
て
い
る
。
　
　
人
面
土
器
は
ま
ず
、
八
世
紀
後
半
の
土
師
器
長
胴
甕
と
小
型
甕
の
二
個
体
に
人
　
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
長
胴
甕
は
胴
部
に
人
物
が
三
人
描
か
れ
、
さ
ら
に
墨
文
字
　
「
相
模
国
大
住
郡
三
宅
郷
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
小
型
甕
は
対
に
な
っ
た
人
物
が
描
　
か
れ
て
い
る
。
　
　
さ
ら
に
九
世
紀
後
半
の
土
師
器
圷
の
体
部
外
面
に
髭
・
ま
つ
毛
と
思
わ
れ
る
三
　
つ
の
墨
画
が
認
め
ら
れ
る
。
○
茅
ヶ
崎
市
香
川
・
下
寺
尾
遺
跡
群
　
　
遺
跡
は
、
高
座
丘
陵
西
端
の
沖
積
低
地
砂
丘
列
の
最
奥
部
に
位
置
す
る
。
こ
の
　
一
角
は
古
代
の
「
下
寺
尾
寺
院
跡
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
九
世
紀
前
半
の
土
師
　
器
圷
の
体
部
外
面
に
顔
の
輪
郭
・
目
・
鼻
・
耳
が
描
か
れ
て
い
る
。
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図13　1000年前の下総国周辺の陸と海（香取海）
○
海
老
名
市
本
郷
遺
跡
　
　
遺
跡
は
相
模
川
と
目
久
尻
川
に
挟
ま
れ
た
台
地
に
位
置
し
て
い
る
。
本
遺
跡
は
　
竪
穴
住
居
跡
三
〇
軒
、
掘
立
柱
建
物
跡
一
八
棟
、
特
殊
竪
穴
状
遺
構
六
基
な
ど
多
　
く
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
九
世
紀
前
半
の
土
師
器
杯
に
焼
成
後
に
刻
書
さ
　
れ
た
顔
・
頸
が
描
か
れ
、
左
側
の
顔
側
面
か
ら
斜
め
に
二
本
の
刻
線
が
施
さ
れ
て
　
い
る
。
　
明
石
新
氏
は
、
こ
れ
ら
の
神
奈
川
県
内
の
人
面
土
器
の
分
析
結
果
を
次
の
よ
う
に
　
　
　
　
　
（
2
7
）
推
論
し
て
い
る
。
　
神
奈
川
県
で
出
土
し
た
人
面
土
器
は
、
す
べ
て
相
模
川
右
岸
・
左
岸
の
大
住
郡
・
高
座
郡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
古
墳
時
代
後
期
の
段
階
で
は
相
模
川
中
・
下
流
に
お
い
て
、
古
墳
が
他
の
地
域
よ
り
卓
越
的
に
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
律
令
国
家
体
制
下
で
も
国
府
や
国
分
寺
が
設
置
さ
れ
た
相
模
国
の
中
心
的
地
域
で
あ
る
。
律
令
期
の
大
住
郡
・
高
座
両
郡
の
大
領
は
、
と
も
に
「
壬
生
直
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
面
土
器
の
有
力
な
受
容
主
体
と
理
解
し
て
い
る
。
　
ハ
　
“
香
取
の
海
”
と
人
面
土
器
　
古
代
に
は
、
霞
ヶ
浦
・
北
浦
か
ら
印
旛
沼
・
手
賀
沼
に
ま
で
通
ず
る
ひ
と
続
き
の
大
き
な
内
海
が
あ
り
、
下
総
国
香
取
地
方
か
ら
西
に
か
け
て
は
「
香
取
の
海
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
下
総
国
香
取
神
宮
（
千
葉
県
佐
原
市
）
は
常
陸
国
鹿
島
神
宮
（
茨
城
県
鹿
嶋
市
）
と
と
も
に
、
朝
廷
に
よ
っ
て
東
国
を
鎮
め
る
神
々
と
し
て
重
要
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
香
取
の
神
は
、
も
と
も
と
下
海
上
国
造
（
現
在
の
銚
子
市
を
中
心
と
す
る
地
域
の
豪
族
）
が
崇
拝
し
た
神
で
あ
り
、
『
日
本
書
紀
」
に
も
「
こ
の
神
は
今
東
国
の
揖
取
の
地
に
あ
る
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
香
取
（
か
と
り
）
」
は
「
揖
取
（
か
じ
と
り
）
」
の
つ
ま
っ
た
語
で
、
船
の
航
行
を
司
る
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
”
香
取
の
海
”
の
西
部
一
帯
は
、
印
波
国
造
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
。
六
世
紀
段
階
で
は
公
津
原
古
墳
群
（
成
田
市
）
の
被
葬
者
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
七
世
紀
に
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入
る
と
岩
屋
古
墳
（
大
王
陵
に
も
匹
敵
す
る
巨
大
古
墳
）
を
は
じ
め
と
す
る
竜
角
寺
古
墳
群
（
印
旛
郡
栄
町
）
の
勢
力
が
圧
倒
す
る
の
で
あ
る
。
川
尻
秋
生
氏
は
平
城
京
跡
出
土
木
簡
に
着
目
し
、
下
総
国
埴
生
郡
の
郡
領
氏
族
を
「
大
生
（
部
）
直
」
と
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
て
、
以
下
の
よ
う
に
論
を
展
開
し
た
。
そ
の
竜
角
寺
古
墳
群
を
築
造
し
た
印
波
国
造
は
「
大
生
部
（
壬
生
）
」
氏
と
い
う
ウ
ジ
を
名
の
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
大
生
部
（
壬
生
）
氏
は
大
和
朝
廷
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
氏
族
で
、
香
取
郡
内
に
も
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
竜
角
寺
古
墳
群
に
埋
葬
さ
れ
た
豪
族
は
、
香
取
神
宮
と
同
様
に
大
和
朝
廷
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
印
波
国
造
の
支
配
し
た
領
域
は
、
七
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
埴
生
評
（
郡
）
と
印
波
評
（
郡
）
の
二
つ
の
評
（
郡
）
に
分
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
竜
角
寺
の
地
は
、
八
世
紀
に
は
わ
ず
か
四
郷
か
ら
な
る
埴
生
郡
と
さ
れ
た
。
　
一
方
、
埴
生
郡
の
南
と
西
に
展
開
し
た
印
波
郡
は
、
現
在
の
成
田
市
・
佐
倉
市
・
八
千
代
市
・
印
西
市
な
ど
に
相
当
す
る
地
域
が
含
ま
れ
、
＝
郷
か
ら
な
る
大
き
な
郡
で
あ
っ
た
。
　
印
波
国
造
領
域
を
二
つ
の
評
に
分
割
し
た
当
初
は
、
お
そ
ら
く
印
波
評
は
埴
生
評
と
ほ
ぼ
同
規
模
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
の
ち
、
印
波
郡
は
東
部
に
加
え
て
西
部
を
新
た
に
開
発
し
、
香
取
の
海
や
そ
の
海
に
注
ぐ
大
小
の
河
川
の
流
域
を
望
む
台
地
の
縁
辺
部
に
ま
で
多
く
の
集
落
を
営
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
印
波
郡
の
郡
領
の
氏
族
名
は
「
丈
部
直
」
と
考
え
て
よ
い
。
　
こ
の
香
取
の
海
一
帯
は
水
上
交
通
に
よ
っ
て
密
接
に
結
び
つ
き
、
　
一
つ
の
文
化
圏
を
形
づ
く
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
文
字
や
人
面
を
墨
書
し
た
土
器
が
、
全
国
の
他
の
地
域
に
比
し
て
、
圧
倒
的
に
数
多
く
出
土
し
て
い
る
。
通
常
、
墨
書
土
器
は
一
、
二
文
字
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
香
取
の
海
一
帯
で
は
多
文
字
、
な
か
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
文
章
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
〇
八
千
代
市
上
谷
遺
跡
　
土
師
器
甕
胴
部
外
面
　
　
　
（
3
0
）
　
人
面
墨
書
　
「
下
総
国
印
播
郡
村
神
郷
　
　
丈
部
口
刀
自
曄
召
代
進
上
　
　
延
暦
十
年
十
月
廿
二
日
」
○
富
里
市
久
能
高
野
遺
跡
群
　
土
師
器
杯
体
部
外
面
　
「
罪
司
進
上
代
」
○
印
西
市
鳴
神
山
遺
跡
　
土
師
器
甕
胴
部
外
面
　
「
国
玉
神
上
奉
丈
部
鳥
万
呂
」
○
山
武
郡
芝
山
町
庄
作
遺
跡
　
土
師
器
杯
　
内
面
人
面
墨
書
　
体
部
外
面
「
丈
部
真
次
召
代
国
神
奉
」
○
同
遺
跡
　
土
師
器
甕
胴
部
外
面
　
人
面
墨
書
　
「
罪
ム
国
玉
神
奉
」
○
印
旛
郡
酒
々
井
町
長
勝
寺
脇
館
跡
　
土
師
器
圷
体
部
外
面
（
三
点
）
　
　
①
■
■
口
■
■
命
替
神
奉
　
　
②
口
口
口
口
口
命
替
神
×
　
　
③
×
　
国
玉
神
（
国
神
）
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
『
伊
勢
国
風
土
記
』
逸
文
・
度
会
郡
の
項
で
、
天
日
別
命
（
天
神
）
に
屈
伏
す
る
大
国
玉
の
神
（
国
神
）
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
天
神
に
つ
い
て
は
、
東
国
で
み
る
な
ら
ば
、
『
常
陸
国
風
土
記
」
香
島
郡
の
項
に
、
鹿
島
神
宮
の
御
舟
祭
の
縁
起
を
記
す
中
で
、
鹿
島
神
宮
の
神
は
「
天
の
大
神
」
（
天
神
）
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
国
神
に
つ
い
て
は
、
『
古
事
記
」
に
お
け
る
天
神
・
国
神
概
念
と
異
な
り
、
こ
こ
で
は
高
天
原
の
神
1
1
天
神
に
対
し
て
、
在
地
の
神
一
般
を
指
す
も
の
と
理
解
し
た
い
。
　
庄
作
遺
跡
の
「
丈
部
真
次
召
代
国
神
奉
」
の
解
釈
は
、
丈
部
真
次
が
召
さ
れ
る
代
わ
り
に
国
神
に
饗
応
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
解
釈
の
傍
証
が
長
勝
寺
脇
館
跡
の
墨
書
土
器
「
命
替
神
奉
」
で
あ
り
、
「
命
替
」
は
、
「
召
代
」
が
”
冥
界
に
命
を
召
さ
れ
る
”
と
す
る
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
類
似
し
た
表
現
と
み
な
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図14　墨書人面土器の類似例（その2）
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
　
結
局
の
と
こ
ろ
、
”
香
取
の
海
”
一
帯
か
ら
出
土
す
る
人
面
墨
書
と
多
文
字
墨
書
土
器
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
推
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
中
国
に
お
い
て
、
冥
道
世
界
は
、
中
国
古
来
の
俗
説
と
も
、
仏
教
と
も
、
道
教
と
も
、
一
般
信
仰
と
も
つ
か
ぬ
混
合
し
た
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
に
は
お
そ
ら
く
は
そ
の
よ
う
な
混
合
し
た
相
の
も
の
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
わ
が
国
の
古
来
の
信
仰
と
も
交
わ
り
、
複
雑
な
形
態
を
な
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
信
仰
の
展
開
過
程
は
、
墨
書
土
器
で
み
る
か
ぎ
り
、
八
世
紀
段
階
に
は
東
国
社
会
に
浸
透
し
て
お
り
、
中
央
と
在
地
社
会
へ
の
受
容
に
そ
れ
ほ
ど
時
期
差
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
　
一
方
、
祭
祀
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
招
福
、
除
災
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
現
世
利
益
に
お
け
る
も
う
一
面
と
し
て
”
延
命
”
も
ま
た
古
代
人
の
強
い
願
望
で
あ
っ
た
こ
と
を
数
多
く
の
墨
書
土
器
か
ら
鮮
明
に
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。　
複
雑
に
混
合
し
た
信
仰
と
は
い
え
、
外
来
の
新
し
い
信
仰
形
態
は
在
地
社
会
に
は
異
様
に
映
り
、
そ
の
現
世
利
益
の
立
場
か
ら
は
、
人
々
の
き
わ
め
て
強
い
関
心
を
集
め
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
新
し
い
信
仰
形
態
は
、
自
然
な
形
で
村
々
に
浸
透
し
た
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
、
在
地
に
お
け
る
特
定
の
受
容
主
体
、
い
い
か
え
れ
ば
そ
れ
ら
を
司
祭
す
る
こ
と
が
在
地
社
会
に
お
け
る
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
　
”
香
取
の
海
”
周
辺
の
墨
書
土
器
に
記
さ
れ
た
祭
祀
の
主
体
と
考
え
ら
れ
る
人
物
は
“
丈
部
”
と
い
う
ウ
ジ
名
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
と
、
こ
れ
ら
の
墨
書
土
器
の
出
土
地
域
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
丈
部
（
直
）
が
郡
領
氏
族
ま
た
は
有
力
氏
族
で
あ
る
点
と
は
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
お
そ
ら
く
印
波
地
方
の
豪
族
「
丈
部
直
」
は
、
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
道
教
色
の
強
い
人
面
土
器
を
用
い
た
異
様
な
祭
祀
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
香
取
の
海
一
帯
に
広
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。
も
し
か
す
る
と
、
特
異
な
祭
祀
の
受
容
は
、
天
神
で
あ
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図15　太平洋・夏井川と荒田自条里遺跡の位置図（いわき市教育委員会
　　　『荒田目条里遺跡」2001年）
る
香
取
神
宮
と
そ
の
勢
力
に
対
す
る
一
つ
の
対
抗
の
姿
か
も
し
れ
な
い
。
　
こ
の
よ
う
に
古
代
の
香
取
の
海
一
帯
の
特
異
な
墨
書
土
器
文
化
圏
こ
そ
が
、
伊
豆
半
島
の
箱
根
田
遺
跡
そ
し
て
相
模
湾
に
望
む
相
模
川
沿
い
の
南
鍛
冶
山
遺
跡
な
ど
を
経
由
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
　
3
　
福
島
県
い
わ
き
市
荒
田
目
条
里
遺
跡
の
人
面
土
器
　
荒
田
目
条
里
遺
跡
は
、
夏
井
川
下
流
の
右
岸
に
位
置
し
、
太
平
洋
の
海
岸
よ
り
西
へ
約
二
・
五
㎞
の
所
に
あ
る
。
夏
井
川
下
流
域
の
海
岸
平
野
に
は
、
現
海
岸
線
を
除
い
て
、
四
列
の
浜
堤
列
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
西
と
東
を
第
一
浜
堤
、
第
二
浜
堤
、
北
を
夏
井
川
の
自
然
堤
防
に
囲
ま
れ
た
後
背
湿
地
が
条
里
地
割
の
水
田
で
あ
る
。
本
遺
跡
の
南
東
方
向
へ
約
二
五
㎞
の
所
に
磐
城
郡
家
の
中
心
施
設
に
比
定
さ
れ
る
根
岸
遺
跡
が
あ
る
。
　
荒
田
目
条
里
遺
跡
は
古
代
の
水
田
跡
を
含
む
郡
家
関
連
施
設
と
考
え
ら
れ
る
。
古
代
の
幅
一
六
m
以
上
に
わ
た
る
河
川
跡
の
中
か
ら
祭
祀
遺
物
を
中
心
に
多
様
な
遺
物
が
出
土
し
た
。
木
製
品
で
は
、
木
簡
三
八
点
を
は
じ
め
、
絵
馬
三
点
や
人
形
・
馬
形
な
ど
四
〇
〇
点
ほ
ど
出
土
し
て
い
る
。
　
本
遺
跡
出
土
の
墨
書
土
器
約
二
九
〇
点
の
な
か
に
、
文
字
を
伴
う
墨
書
人
面
土
器
と
多
文
字
墨
書
土
器
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
出
土
し
て
い
る
。
　
墨
書
人
面
　
「
磐
城
口
磐
城
郷
丈
部
手
子
麿
　
召
代
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
世
紀
後
葉
）
　
こ
の
文
型
は
、
次
の
八
千
代
市
白
幡
前
遺
跡
の
土
師
器
甕
胴
部
外
面
の
墨
書
と
類
似
し
て
い
る
。
　
　
　
墨
書
人
面
　
　
　
「
丈
部
人
足
召
代
」
　
「
多
臣
永
野
麿
身
代
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
世
紀
中
葉
）
　
こ
の
文
型
も
、
次
の
三
島
市
箱
根
田
遺
跡
の
土
師
器
甕
胴
部
外
面
の
墨
書
と
類
似
し
て
い
る
。
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図16　多賀城・城辺遺跡出土墨書人面土器（8世紀後半～9世紀前半）
4
「新
刀
自
女
身
代
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
多
賀
城
・
城
辺
遺
跡
の
人
面
土
器
　
多
賀
城
の
南
西
に
広
が
る
微
高
地
に
は
、
南
北
大
路
と
東
西
大
路
と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
幹
線
道
路
を
基
準
に
方
格
地
割
の
町
並
み
が
展
開
し
て
い
る
（
多
賀
城
の
前
面
に
広
が
る
遺
跡
群
を
こ
こ
で
は
城
辺
遺
跡
と
称
す
こ
と
と
す
る
）
。
　
墨
書
人
面
土
器
は
、
東
西
大
路
北
側
溝
お
よ
び
砂
押
川
の
旧
河
道
か
ら
集
中
し
て
検
出
さ
れ
、
約
一
〇
〇
個
体
が
出
土
し
て
い
る
。
人
面
土
器
を
用
い
た
祭
祀
が
、
お
も
に
大
路
を
中
心
と
し
た
道
路
の
交
差
点
や
河
川
で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
。
人
面
土
器
に
は
土
師
器
甕
と
須
恵
器
杯
が
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
都
城
に
お
け
る
祭
祀
の
手
法
の
み
を
採
り
入
れ
、
日
常
的
な
大
小
の
甕
や
圷
を
祭
祀
具
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
年
代
に
つ
い
て
は
、
出
土
状
況
か
ら
み
て
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
前
半
頃
の
ご
く
短
い
期
間
に
限
定
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
箱
根
田
遺
跡
か
ら
荒
田
目
条
里
遺
跡
ま
で
の
経
路
で
確
認
さ
れ
て
い
る
墨
書
人
面
と
文
字
を
伴
う
墨
書
土
器
は
、
本
遺
跡
で
も
河
川
跡
か
ら
六
点
出
土
し
て
い
る
。
○
須
恵
器
杯
　
墨
書
人
面
　
「
室
子
女
代
千
相
収
」
○
須
恵
器
圷
　
墨
書
人
面
　
「
丈
部
弟
虫
女
代
千
収
相
」
　
な
お
、
墨
書
人
面
こ
そ
欠
く
が
、
呪
符
を
内
容
と
す
る
文
書
土
器
も
出
土
し
て
い
る
。
　
（
外
面
体
部
）
　
　
・
口
上
　
（
外
面
底
部
）
　
　
・
平
　
（
内
面
）
　
・
　
　
此
鬼
名
中
六
鬼
知
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申
日
病
人
「
（
符
鋒
）
」
急
々
如
律
令
　
　
　
　
　
〔
卯
土
力
〕
〔
色
力
〕
　
　
寅
年
人
口
口
里
口
鬼
神
知
也
　
　
　
　
　
即
顕
腹
取
口
　
以
上
、
箱
根
田
遺
跡
か
ら
多
賀
城
・
城
辺
遺
跡
ま
で
の
墨
書
土
器
で
は
、
次
の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。
　
墨
書
人
面
土
器
は
、
伊
豆
半
島
の
付
け
根
の
三
島
市
箱
根
田
遺
跡
か
ら
相
模
湾
（湾
に
そ
そ
ぐ
相
模
川
沿
い
の
南
鍛
冶
山
遺
跡
な
ど
）
、
つ
い
で
お
そ
ら
く
は
三
浦
半
島
の
付
け
根
を
経
過
し
、
東
京
湾
を
渡
り
、
房
総
半
島
の
”
香
取
の
海
”
、
さ
ら
に
北
上
し
、
い
わ
き
市
荒
田
目
条
里
遺
跡
そ
し
て
終
着
地
と
し
て
多
賀
城
の
城
辺
遺
跡
と
い
う
海
上
ル
ー
ト
を
経
由
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
出
土
し
た
墨
書
土
器
の
個
々
の
時
期
は
、
必
ず
し
も
西
か
ら
東
へ
の
伝
幡
ル
ー
ト
に
沿
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
右
の
よ
う
な
伝
幡
ル
ー
ト
の
想
定
は
十
分
に
成
立
ち
う
る
で
あ
ろ
う
。
む
す
び
に
か
え
て
鎌
倉
は
東
の
海
上
ル
ー
ト
の
中
継
点
　
三
浦
半
島
の
付
け
根
部
分
の
逗
子
市
と
葉
山
町
境
で
発
見
さ
れ
た
四
世
紀
の
長
柄
．
桜
山
古
墳
は
、
そ
の
対
岸
の
房
総
半
島
の
富
津
・
木
更
津
・
市
原
な
ど
の
東
京
湾
岸
地
域
の
四
～
五
世
紀
の
古
墳
と
密
接
に
連
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
東
国
支
配
が
、
古
東
海
道
ル
ー
ト
に
沿
う
こ
と
を
み
ご
と
に
証
明
し
た
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承
の
道
は
、
焼
津
か
ら
伊
豆
半
島
を
横
切
り
、
相
模
湾
・
走
水
そ
し
て
上
総
を
経
て
北
上
す
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。　
ま
た
、
そ
の
伊
豆
ー
相
模
－
上
総
と
い
う
経
路
は
、
国
司
着
任
・
離
任
の
公
的
コ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
が
平
安
後
期
の
文
献
史
料
で
も
確
認
さ
れ
る
。
　
さ
ら
に
墨
書
人
面
土
器
と
い
う
道
教
的
色
彩
の
濃
い
祭
祀
も
、
近
年
の
発
掘
調
査
成
果
に
よ
れ
ば
、
伊
豆
半
島
の
付
け
根
の
三
島
の
地
か
ら
相
模
そ
し
て
房
総
の
”
香
取
の
海
”
さ
ら
に
北
上
し
、
磐
城
・
多
賀
城
に
至
る
伝
来
ル
ー
ト
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
人
面
土
器
祭
祀
は
、
在
地
の
豪
族
層
が
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
道
教
的
祭
祀
と
在
地
神
な
ど
を
巧
み
に
融
合
さ
せ
た
特
異
な
形
態
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
在
地
の
豪
族
層
が
特
異
な
祭
祀
を
積
極
的
に
受
容
・
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
民
を
宗
教
的
に
支
配
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
そ
の
伝
来
コ
ー
ス
が
上
記
の
伊
豆
ー
相
模
ー
房
総
と
い
う
経
路
と
合
致
す
る
傾
向
は
注
目
に
値
い
し
よ
う
。
　
以
上
の
よ
う
な
古
墳
時
代
以
来
、
歴
史
的
に
長
期
に
わ
た
り
、
脈
々
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
伊
豆
ー
相
模
ー
房
総
と
い
う
海
上
ル
ー
ト
は
、
政
治
・
経
済
・
軍
事
・
文
化
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
要
素
を
伝
来
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
上
記
の
事
例
で
ほ
ぼ
立
証
さ
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
そ
の
う
え
、
伊
豆
ー
相
模
　
房
総
ー
陸
奥
に
至
る
コ
ー
ス
は
、
最
短
の
直
線
的
海
路
・
陸
路
を
通
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
判
断
で
き
よ
う
。
　
す
な
わ
ち
、
伊
豆
半
島
の
付
け
根
・
三
島
か
ら
相
模
湾
を
通
り
、
三
浦
半
島
に
向
う
。
さ
ら
に
走
水
を
渡
る
の
で
あ
る
が
、
走
水
は
従
来
の
三
浦
半
島
の
南
、
横
須
賀
市
走
水
の
比
定
地
で
は
な
く
、
長
柄
・
桜
山
古
墳
の
位
置
す
る
半
島
の
付
け
根
（
現
逗
子
市
と
葉
山
町
の
境
）
を
東
西
の
方
向
に
谷
が
最
も
奥
深
く
開
析
し
て
い
る
田
越
川
流
域
を
遡
上
し
た
東
京
湾
側
の
地
点
の
延
長
上
の
海
上
を
比
定
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
地
点
は
、
東
京
湾
の
三
浦
半
島
と
房
総
半
島
の
最
も
至
近
距
離
の
海
上
と
考
え
ら
れ
、
走
水
を
渡
り
、
対
岸
の
富
津
岬
に
上
陸
す
る
コ
ー
ス
と
想
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
富
津
岬
が
突
き
出
た
付
近
は
潮
の
流
れ
が
速
く
、
複
雑
に
う
ね
る
い
わ
ば
難
所
で
は
な
か
っ
た
か
。
最
短
距
離
は
危
険
個
所
で
も
あ
り
、
そ
れ
が
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
の
走
水
と
弟
橘
媛
の
伝
承
を
生
む
素
地
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
中
世
に
は
鎌
倉
の
七
里
ヶ
浜
が
港
湾
機
能
を
失
う
と
東
京
湾
側
の
六
浦
が
そ
の
役
割
を
と
っ
て
代
わ
る
が
、
そ
の
六
浦
は
対
岸
の
富
津
と
頻
繁
な
交
流
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
　
次
に
問
題
と
な
る
の
が
、
房
総
半
島
を
通
過
す
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。
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図17　東京湾の潮流（湾口最強時、単位ノット）　左：上げ潮，右　下げ潮，
　　　水路部の潮流に基づいて作成。
　　　（宇野木早苗「東京湾の水の流れ」　貝塚爽平編　東京湾シリーズ「東京湾
　　　の地形・地質と水』築地書館，1993年より）
　
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
東
征
伝
承
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
往
路
は
上
総
か
ら
陸
奥
国
へ
と
北
上
し
、
帰
路
は
常
陸
か
ら
甲
斐
へ
向
う
コ
ー
ス
が
と
ら
れ
て
い
る
。
　
従
来
は
、
前
段
の
上
総
↓
陸
奥
を
後
段
で
詳
細
に
記
述
し
た
の
が
、
葦
浦
↓
玉
浦
↓
蝦
夷
の
境
と
理
解
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
『
日
本
書
紀
』
の
「
玉
浦
」
を
『
和
名
類
聚
抄
』
下
総
国
通
瑳
郡
「
珠
浦
郷
」
に
比
定
し
、
房
総
半
島
の
先
端
を
ま
わ
る
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
た
。
　
し
か
し
『
日
本
書
紀
』
の
該
当
記
事
は
、
”
上
総
↓
陸
奥
国
↓
葦
浦
↓
玉
浦
↓
蝦
夷
の
境
”
と
い
う
順
の
経
路
と
な
っ
て
お
り
、
葦
浦
・
玉
浦
は
陸
奥
国
内
に
比
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
通
瑳
郡
「
珠
浦
郷
」
比
定
の
根
拠
は
成
り
立
ち
が
た
い
。
　
走
水
か
ら
房
総
半
島
に
上
陸
し
た
の
ち
の
コ
ー
ス
は
、
最
短
の
直
線
的
経
路
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
東
京
湾
沿
岸
の
地
（
現
富
津
・
君
津
・
木
更
津
．
市
原
市
）
を
経
由
し
て
、
”
香
取
の
海
”
か
ら
海
路
を
北
上
す
る
コ
ー
ス
が
最
も
妥
当
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
源
頼
朝
は
伊
豆
で
挙
兵
し
、
相
模
湾
の
真
鶴
そ
し
て
三
浦
半
島
さ
ら
に
房
総
半
島
と
い
う
半
島
を
つ
な
ぐ
海
上
ル
ー
ト
を
重
要
な
活
動
拠
点
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
海
上
ル
ー
ト
の
中
心
に
位
置
し
て
い
た
の
が
鎌
倉
の
地
で
あ
る
。
し
か
も
鎌
倉
の
地
は
、
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
軍
事
的
条
件
を
も
備
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
う
え
、
鎌
倉
の
地
は
歴
史
的
に
確
固
と
し
て
形
成
さ
れ
、
多
様
な
交
流
ル
ー
ト
と
な
っ
た
古
東
海
道
コ
ー
ス
の
中
継
点
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
て
鎌
倉
に
武
家
政
権
の
幕
府
を
設
定
さ
せ
る
条
件
は
十
分
に
整
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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註（
1
）
　
五
味
文
彦
「
京
・
鎌
倉
の
王
権
」
（
五
味
文
彦
編
『
京
・
鎌
倉
の
王
権
』
日
本
の
時
代
史
8
、
　
　
二
〇
〇
三
年
）
。
（
2
）
　
斎
藤
直
子
　
「
中
世
前
期
鎌
倉
の
海
岸
線
と
港
湾
機
能
」
（
峰
岸
純
夫
・
村
井
章
介
編
「
中
世
　
　
東
国
の
物
流
と
都
市
』
山
川
出
版
社
　
↓
九
九
五
年
）
。
（
3
）
　
註
（
2
）
と
同
じ
。
（
4
）
　
柘
植
信
行
「
開
か
れ
た
東
国
の
海
上
交
通
と
品
川
湊
」
（
網
野
善
彦
・
石
井
進
編
著
『
中
世
の
　
　
風
景
を
読
む
　
第
二
巻
　
都
市
鎌
倉
と
坂
東
の
海
に
暮
ら
す
』
新
人
物
往
来
社
　
一
九
九
四
年
）
。
（
5
）
　
働
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
『
平
成
1
1
年
度
、
発
掘
調
査
成
果
発
表
会
　
公
開
セ
ミ
ナ
ー
か
な
　
　
が
わ
の
出
現
期
古
墳
を
探
る
　
発
表
要
旨
』
二
〇
〇
〇
年
↓
○
月
。
の
ち
、
神
奈
川
県
教
育
委
　
　
員
会
・
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
『
長
柄
・
桜
山
第
一
・
二
号
墳
－
測
量
調
査
・
範
囲
　
　
確
認
調
査
報
告
書
』
（
二
〇
〇
一
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
ほ
ぽ
同
様
の
報
告
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
（
6
）
　
白
石
太
一
郎
「
東
日
本
の
な
か
の
長
柄
・
桜
山
第
一
・
二
号
墳
」
（
註
（
5
）
の
発
表
要
旨
に
　
　
所
収
）
。
（
7
）
　
註
（
5
）
の
報
告
書
。
な
お
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
白
石
氏
が
発
表
要
旨
の
最
後
に
次
の
よ
　
　
う
に
結
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
「
後
に
東
国
の
武
家
政
権
の
本
拠
地
が
鎌
倉
に
置
か
れ
る
の
も
、
古
墳
時
代
初
期
に
こ
の
地
域
　
　
が
果
た
し
た
、
畿
内
と
関
東
東
部
、
さ
ら
に
東
北
地
方
と
を
結
ぷ
要
衝
と
し
て
の
重
要
な
役
割
　
　
と
決
し
て
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
」
（
8
）
　
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
の
該
当
条
に
つ
い
て
、
藤
沢
市
教
育
委
員
会
編
『
神
奈
川
の
古
代
　
　
道
ー
博
物
館
建
設
準
備
調
査
報
告
書
　
第
3
集
ー
』
（
一
九
九
七
年
）
に
お
い
て
、
特
に
相
模
国
　
　
内
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
を
行
っ
て
お
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
（
9
）
　
佐
々
木
度
一
『
古
代
東
国
社
会
と
交
通
』
校
倉
書
房
　
一
九
九
五
年
な
ど
。
（
1
0
）
　
小
林
三
郎
「
関
東
の
古
墳
と
地
域
首
長
の
成
立
」
（
『
新
版
　
古
代
の
日
本
　
第
8
巻
　
関
東
』
　
　
所
収
、
角
川
書
店
　
↓
九
九
二
年
）
。
（
H
）
　
川
尻
秋
生
「
古
代
東
国
の
沿
岸
交
通
ー
中
世
と
の
接
点
を
求
め
て
ー
」
『
千
葉
県
立
中
央
博
物
　
　
館
研
究
報
告
－
人
文
科
学
1
』
第
五
巻
第
二
号
、
一
九
九
八
年
。
（
1
2
）
　
大
脇
保
彦
「
常
陸
国
」
（
藤
岡
謙
二
郎
編
『
古
代
日
本
の
交
通
路
1
』
大
明
堂
　
↓
九
七
八
年
）
。
（
1
3
）
　
森
田
悌
『
古
代
東
国
と
大
和
政
権
』
新
人
物
往
来
社
　
一
九
九
二
年
。
（
1
4
）
　
武
射
の
豪
族
と
牡
鹿
地
方
と
の
海
上
を
通
じ
て
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
海
道
・
牡
鹿
　
　
地
方
」
（
石
巻
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
石
巻
の
歴
史
』
第
六
巻
　
特
別
史
編
　
一
九
九
二
年
）
に
　
　
詳
細
に
述
べ
て
い
る
の
で
参
照
し
て
ほ
し
い
。
（
1
5
）
　
角
川
源
義
「
あ
づ
ま
の
国
」
（
『
古
代
の
日
本
』
第
七
巻
　
一
九
七
〇
年
）
。
（
1
6
）
　
日
下
雅
義
『
古
代
景
観
の
復
原
』
中
央
公
論
社
　
一
九
九
一
年
。
（
1
7
）
　
平
岡
和
夫
編
『
千
葉
県
九
十
九
里
地
域
の
古
墳
研
究
』
一
九
八
九
年
。
（
1
8
）
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
　
千
葉
県
成
東
町
駄
ノ
塚
古
墳
　
　
発
掘
調
査
報
告
』
第
六
五
集
　
一
九
九
六
年
。
（
1
9
）
　
佐
伯
有
清
「
子
代
・
名
代
と
屯
倉
」
（
『
古
代
の
日
本
』
第
七
巻
　
一
九
七
〇
年
）
。
（
2
0
）
　
岸
俊
男
「
ワ
ニ
氏
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」
（
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
所
収
、
塙
書
房
　
　
一
九
六
六
年
。
（
2
1
）
　
巽
淳
一
郎
「
都
城
に
お
け
る
墨
書
人
面
土
器
祭
祀
」
（
『
月
刊
文
化
財
』
三
六
三
号
　
↓
九
九
　
　
三
年
）
。
（
2
2
）
　
東
野
治
之
「
木
簡
雑
識
」
（
『
長
屋
王
家
木
簡
の
研
究
』
所
収
、
塙
書
房
　
一
九
九
六
年
）
。
（
2
3
）
　
長
部
和
雄
「
唐
代
密
教
に
お
け
る
閻
羅
王
と
太
山
府
君
」
（
神
戸
女
子
大
学
東
西
文
化
研
究
所
　
　
『
唐
宋
密
教
史
論
考
』
一
九
八
二
年
）
。
（
2
4
）
　
和
田
奉
「
日
本
古
代
国
家
と
道
教
的
信
仰
」
（
菊
池
康
明
編
『
律
令
祭
祀
論
考
』
塙
書
房
　
一
　
　
九
九
一
年
）
。
（
2
5
）
　
三
島
市
教
育
委
員
会
『
箱
根
田
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
二
〇
〇
三
年
。
（
2
6
）
　
神
奈
川
県
内
の
人
面
土
器
に
つ
い
て
は
、
最
近
ま
と
め
ら
れ
た
明
石
新
「
人
面
墨
書
土
器
考
ー
　
　
神
奈
川
県
出
土
の
人
面
墨
書
・
刻
書
土
器
に
つ
い
て
ー
」
（
村
田
文
夫
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
　
　
『
地
域
考
古
学
の
展
開
』
所
収
、
二
〇
〇
二
年
）
を
要
約
し
た
も
の
を
掲
げ
た
。
（
2
7
）
　
註
（
2
6
）
に
同
じ
。
（
2
8
）
　
川
尻
秋
生
「
大
生
部
直
と
印
波
国
造
ー
古
代
東
国
史
研
究
の
一
試
論
ー
」
（
『
古
代
東
国
史
の
　
　
基
礎
的
研
究
』
所
収
、
塙
書
房
　
二
〇
〇
三
年
）
。
　
　
　
　
平
城
京
左
京
二
条
大
路
出
土
木
簡
　
　
　
　
「
左
兵
衛
下
総
国
埴
生
郡
大
生
直
野
上
養
布
十
段
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
さ
↓
七
三
×
幅
一
二
×
厚
さ
三
㎜
　
〇
三
二
型
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
四
）
（
2
9
）
　
拙
著
『
墨
書
土
器
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
〇
年
。
　
　
　
以
下
、
墨
書
土
器
全
般
に
関
わ
る
点
は
、
拙
著
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。
（
3
0
）
　
八
千
代
市
立
郷
土
博
物
館
『
八
千
代
市
立
郷
土
博
物
館
報
』
M
2
6
、
二
〇
〇
↓
年
十
一
月
。
（
3
1
）
　
い
わ
き
市
教
育
委
員
会
『
い
わ
き
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
七
五
冊
　
荒
田
目
条
里
遺
跡
』
　
　
二
〇
〇
一
年
。
（
3
2
）
　
宮
城
県
教
育
委
員
会
『
宮
城
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
七
〇
集
　
山
王
遺
跡
皿
　
多
賀
前
　
　
地
区
遺
物
編
』
一
九
九
六
年
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）
（
二
〇
〇
三
年
五
月
二
十
三
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
十
八
日
審
査
終
了
）
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The　Time　befbre　tlle　Establishment　of　the　Medieval　City　of　Kamakura：tlle　Real　State
of　the　Eastem　Sea　Route
HIMKAwA　Minami
Why　was　the　shogunate　of　the　Middle　Ages　established　in　KamakuraP　We　may　assume　that　historically　a　sea　route
had　been　developed　which　passed　through　Kamakura．　The　purpose　of　this　paper　is　to　examine　this　historical　route．
　　　The　Nagae－Sakurayama　tumulus　discovered　recently　at　the　base　of　the　Miura　Peninsula　provides　clear　evidence
of　a　distribution　route　from　the　Miura　Peninsula　to　the　Boso　Peninsula　during　the　early　part　of　the　Kofun　Period　dur－
ing　the　fburth　and五fth　centuries．　Further，　earthen　ware　with　ink　painted　fbces　suggestive　of　a　strong　Tao三st　influence
that　date　from　the　eighth　and　ninth　centuries　have　been　fbund　at　the　Hakoneda　archaeological　site　at　the　base　of　the
Izu　Peninsula　and　have　been　fbund　with　the　widest　distnbution　at　the　archaeological　sites　that　fbrm　the“Katoh－no－umi”
belt　that　spans　from　Sagami　Bay　thr皿gh　to　the　Boso　Peninsula．　They　have　also　been　fOund　further　north　in　the　area
that　extends丘om　the　Iwaki　region　of　the　fb㎝er　province　of　Mutsu　to　Tagajo　where　the　provincial　capital　located．
According　to　documents　from　the　end　of　the　Kofun　Period，　the　sea　route　from　Sagami　to　Kazusa　was　also　of丘cially
recognized　when　there　was　an　exchange　of　of丘cials．
　　　This　route　corresponds　to　the　course　taken　by　Yamato　Takeru　fbr　his“sublugation　of　the　east”as　recorded　in
the　Kqjiki（Record　of　Ancient　Matters）and　the　Nihon　Shoki（Chronicles　of　Japan）．　This　is　said　to　be　the　old
Tokaido　route．
　　　An　examination　of　the　examples　mentioned　above　has　revealed　that　the　introduction　of　politics，　military，　commerce
and　culture　from　Yamato　to　the　east　made　use　of　the　shortest　sea　route　that　went　from　the　Izu　Peninsula　to　the　Miura
Peninsula　to　the　base　of　the　Boso　Peninsula．
Kamakura　was　an　intermediate　point　on　this　sea　route　that　facilitated　the　exchange　of　people　and　distribution　from
west　to　east．　Sited　as　an　intemlediate　point　fbr　this　sea　route　the　Kalnakura　shogunate　of　the　Middle　Ages，　was　high－
ly　active　in　movements　toward　the　west　and　the　east．
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